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一
、
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
、
録
事
司
に
よ
っ
て
代
表
さ
る
と
ぷ
朝
の
都
市
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
漠
北
時
代
の
録
事
司
と
其
の
本
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
逢
魯
花
赤
綜
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
、
錐
事
司
制
度
の
成
立
過
程
－
逢
魯
花
赤
機
能
の
分
化
と
路
分
の
編
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　

遊
牧
民
族
が
彼
等
の
部
族
長
乃
至
封
建
首
長
に
率
ゐ
ら
れ
て
定
住
民
に
侵
寇
を
行
ふ
場
合
、
其
所
に
は
、
縦
へ
其
が
凡
て
芝

　
　
　

と
も
、
彼
等
の
経
済
的
欲
求
の
急
速
た
る
充
賢
と
い
ふ
目
的
が
重
要
な
部
分
を
占
め
て
居
た
事
は
苧
は
れ
な
い
・
而
も
彼
等
の
欲
求

　
　
　

た
る
や
、
無
論
彼
等
の
牧
畜
生
活
に
潤
色
せ
ら
れ
た
價
値
判
断
に
基
調
し
、
そ
の
結
果
狽
自
な
表
現
、
印
ち
土
地
領
有
の
観
念
が
之

　
　
　

に
先
行
す
る
人
口
・
頭
疋
・
物
資
獲
得
の
意
識
に
従
屡
し
包
蔵
さ
れ
る
と
い
ふ
様
相
を
呈
示
す
る
。
蒙
古
人
の
場
合
、
其
は
具
醒
的

心

　

に
ご
二
二
一
年
成
吉
思
汗
の
諸
子
に
對
す
る
分
封
が
領
地
の
分
割
と
謂
ふ
よ
り
は
寧
ろ
部
族
の
配
分
で
あ
っ
た
し
、
更
に
同
一
現
象

--



Ｊ

　

が
十
四
世
紀
初
頭
ｏ
察
合
台
ウ
ル
ス
東
西
分
裂
に
於
て
も
認
め
ら
れ
た
事
賓
に
徴
や
ら
れ

９
　
さ
れ
ば
、
西
方
史
家
の
蒙
古
人
の
侵

入
を
傅
ふ
る
も
の
が
、
や
ｘ
と
も
す
れ
ば
其
の
行
動
を
破
壊
と
殺
戮
の
一
色
に
査
く
し
て
居
る
所
以
の
一
面
は
、
か
ｘ
る
遊
牧
民
と

定
住
民
と
の
間
に
横
は
る
根
本
的
な
傾
向
の
相
異
に
基
い
た
も
の
で
あ
ら
う
。
事
賓
蒙
古
人
は
西
方
遠
征
の
間
、
云
ふ
が
如
き
破
壊

殺
戮
に
始
終
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
投
降
を
勧
告
し
て
蔀
か
れ
す
、
使
者
を
捕
殺
せ
ら
れ
抵
抗
に
直
面
す
る
場
合
、
狽
り
蒙
古

人
た
ら
挙
と
も
城
廓
の
破
壊
・
住
民
の
殺
戮
は
断
行
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
而
も
屠
殺
に
際
し
て
も
、
婦
女
子
・
壮
丁
・
技
術
家
・

職
人
等
は
之
を
俘
囚
と
す
る
を
常
と
し
、
殊
に
技
術
家
’
職
人
に
至
っ
て
は
、
ベ
ナ
ケ
。
ト
二
二
一
九
）
ウ
ル
ゲ
ヱ
ヂ
ー
サ
マ
ル

カ
ン
ド
（
一
二
二
〇
）
メ
ル
ブ
（
一
’
二
二
〇
－
こ
ガ
ズ
ユ
（
一
二
二
二
）
ア
レ
ッ
プ
（
こ
一
六
〇
）
カ
ル
ス
（
こ
一
三
八
）
エ
ル
ゼ
ン
ー
ウ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

ｈ
ロ
ー
九
一
二
四
二
）
以
下
枚
阜
に
逡
な
き
多
数
の
都
市
の
経
験
せ
る
如
く
、
特
別
な
場
合
に
於
て
す
ら
、
其
の
殺
戮
は
免
除
せ
ら

れ
て
居
る
。
他
面
已
に
早
く
、
成
吉
思
汗
に
よ
る
濁
山
城
二
二
Ｉ
九
）
推
雷
に
よ
る
ビ
シ
ュ
＝
バ
リ
。
ク
、
寫
渕
台
汗
に
よ
る
ヘ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

ツ
ト
（
こ
一
三
六
）
旭
烈
几
に
よ
る
カ
ブ
ー
シ
ャ
ー
三
一
二
五
三
）
等
の
復
興
事
業
に
其
の
建
設
工
作
の
一
端
す
ら
明
示
さ
れ
て
居
る
の

で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
蒙
古
人
に
よ
っ
て
復
興
せ
ら
れ
た
都
市
は
、
外
部
か
ら
の
移
民
・
殖
民
に
よ
っ
て
充
填
せ
ら
れ
、
蒙
古
人

の
下
に
俘
囚
と
な
れ
る
者
は
、
或
は
蒙
古
本
地
に
或
は
奴
隷
商
人
の
手
を
介
し
て
、
夫
々
原
住
地
を
離
れ
た
異
境
に
生
活
を
強
制
せ

ら
れ
る
。
蓋
し
物
資
が
、
掠
奪
せ
る
と
貢
献
せ
し
め
た
る
を
問
は
す
、
生
活
品
・
軍
需
品
に
充
て
ら
れ
同
時
に
貿
易
品
と
し
て
利
用

せ
ら
れ
る
如
く
、
遊
牧
経
済
の
本
質
に
附
隨
す
る
商
業
的
特
性
が
捕
虜
に
對
し
て
も
亦
疲
輝
や
ら
れ
た
結
果
に
過
ぎ
な

ぺ
ら
印
ち
彼

等
俘
囚
は
技
術
・
努
働
力
を
以
て
軍
事
的
・
経
済
的
・
文
化
的
に
奉
仕
せ
し
め
ら
る
ｘ
以
外
に
、
噴
身
金
額
を
搾
取
す
可
き
、
乃
至
奴

隷
・
傭
兵
と
し
て
市
場
に
提
出
す
可
き
Ｉ
皮
肉
に
も
イ
ラ
ン
の
蒙
古
軍
の
シ
リ
ア
侵
入
を
、
ア
イ
ン
～
ｙ
ヤ
ル
ー
に
撃
破
せ
る
か
の

埃
及
ス
ヽ
タ
ン
ー
ク
。
ツ
ー
ズ
自
身
及
び
其
の
爪
牙
’
メ
ル
ー
ク
の
多
く
は
、
此
等
蒙
古
軍
士
に
よ
っ
て
買
却
さ
れ
た
ト
ル
づ
種
人
で

-

２
-



　
　

④

あ
っ
た
Ｉ
商
品
・
資
本
の
用
に
供
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
鮎
、
土
地
と
の
開
係
を
中
断
し
て
人
口
其
物
に
絶
對
價
値
を
詔
め
ん

　
　

と
す
る
傾
向
に
立
脚
す
る
限
り
、
蒙
古
人
の
建
設
事
業
も
一
般
西
方
人
に
と
っ
て
は
彼
等
の
生
活
の
破
壊
其
物
に
他
た
ら
な
か
っ
た

　
　

の
で
あ
ら
う
。

　
　
　

同
様
の
傾
向
は
、
無
論
東
方
漢
地
に
於
て
も
賓
践
せ
ら
れ
ね
ば
た
ら
な
い
。
太
宗
六
年
甲
午
二
二
三
四
）
中
原
の
民
を
籍
す
る
に

　
　

富
り
、
丁
を
以
て
差
我
の
軍
位
に
せ
ん
と
彊
硬
に
主
張
せ
る
忽
鄙
虎
納
顔
等
蒙
古
人
廷
ほ
の
説
は
、
結
果
に
於
て
、
耶
律
楚
材
の
反

　
　

對
に
よ
っ
て
探
用
さ
れ
た
か
っ
た
け
れ
ど
も
（
元
文
類
巻
五
七
、
中
書
令
耶
律
公
約
道
碑
）
、
已
に
其
所
に
は
蒙
古
人
の
一
般
的
開
心
の
焦

　

・
勘
が
く
っ
き
り
と
映
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
國
初
に
於
る
差
饗
税
糧
の
制
に
、
人
頭
税
的
色
彩
の
濃
厚
な
所
以
は
、
こ
ｘ
に
其
の
根
裸

　
　

を
有
し
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
例
へ
ば
太
宗
八
年
丙
中
（
一
二
三
六
）
定
む
る
所
の
科
徴
之
法
は
元
史
食
貨
志
（
巻
九
三
、
視
撮
）
に
次

　
　

の
如
く
見
え
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

至
丙
中
年
。
乃
定
科
徴
之
法
。
令
諸
路
験
民
戸
成
丁
之
敷
。
毎
丁
歳
課
粟
一
石
。
駆
丁
五
升
。
新
戸
丁
謳
各
牛
之
。
老
幼
・
不
具
。

　
　
　
　

其
間
有
耕
種
者
。
或
験
其
牛
具
之
敷
。
或
駿
其
土
地
之
等
徴
焉
。
丁
税
少
而
地
税
多
者
納
地
税
。
地
税
少
而
丁
税
多
者
納
丁
税
。

　
　

即
ち
農
民
以
外
の
者
に
於
て
は
勿
論
、
耕
種
す
る
者
に
對
し
て
す
ら
な
ほ
丁
我
の
適
用
が
一
部
的
に
施
行
せ
ら
れ
て
居
る
を
見
る
可

　
　

き
で
あ
る
。
一
二
三
二
年
壬
辰
（
蒙
古
太
宗
四
年
・
宋
理
宗
紹
定
五
年
）
草
地
に
赴
け
る
彭
大
雅
の
見
聞
に

　
　
　
　

漢
民
除
工
匠
外
。
不
以
男
女
。
歳
課
城
市
丁
絲
二
４
　
五
雨
。
牛
羊
絲
五
十
雨
。
郷
農
身
絲
百
雨
。
米
則
ｏ
　
　
ｏ
　
ｏ
　
　
ｏ

ｏ
　
　
ｏ
。
歳
戸

　
　
　
　

四
石
。

　
　

と
あ
っ
て
、
縦
へ
科
徴
に
際
し
丁
を
軍
位
と
す
る
以
外
に
、
戸
を
標
準
と
す
る
法
が
並
び
行
は
れ
て
ゐ
た
と
云
へ
、
未
だ
土
地
の
廣

心

　

狭
に
基
く
税
法
が
存
し
た
か
っ
た
事
賓
は
、
一
貫
し
て
能
く
以
上
の
消
息
を
認
め
し
む
る
も
の
で
あ
ら
う
。

-
３
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か
ゝ
る
意
味
に
於
て
、
都
市
は
彼
等
０
　
欲
求
を
最
も
完
全
に
且
容
易
に
満
足
せ
し
む
る
主
幄
で
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
太
宗
五
年

巡
不
台
詐
梁
を
降
し
て
将
に
之
を
屠
ら
ん
と
す
る
時
、
百
方
其
の
不
可
を
奏
上
せ
る
耶
律
楚
材
が
、
浙
く
奇
巧
之
エ
・
厚
蔵
之
家
に

富
め
る
を
説
明
す
る
に
及
ん
で
始
め
て
破
壊
殺
戮
の
中
止
に
奏
功
し
た
の
は
、
蓋
し
常
然
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
國
初
の
都
市
は
、
か

ｉ
る
蒙
古
人
と
の
開
係
に
於
て
、
其
丈
其
の
特
殊
性
を
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

　

本
篇
の
企
圖
す
る
所
は
、
か
ｘ
る
見
地
に
於
て
、
元
代
録
事
司
な
る
官
府
を
以
て
代
表
さ
る
ふ

制
度
の
一
形
式
と
し
て
都
市
の
管
轄
に
専
任
せ
し
建
魯
花
赤
に
豊
ハ
の
連
鎖
を
求
め
ん
と
す
る
に
存
る
。

　

順
序
と
し
て
先
づ
元
代
都
市
制
度
の
開
明
が
必
要
で
あ
る
。
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元
史
、
巻
二
一
四
、
除
剌
亦
吟
赤
北
魯
傅

　

・
④

　

松
田
壽
夫
氏
「
蒙
古
遊
牧
民
と
そ
の
歴
史
的
役
割
」
（
蒙
古
學
創
刊
陳
）
・
田
村
賞
造
氏
『
遼
朝
の
徒
民
政
策
と
州
噺
制
の
成
立
』
（
東
洋
史

　
　
　
　

研
究
三
、
二
）
よ
り
多
く
の
教
示
を
受
け
記
。
參
照
せ
ら
れ
ん
事
を
望
む
。
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ニ

　

元
代
地
方
行
政
制
度
は
頗
る
複
雑
か
つ
不
規
則
な
組
織
を
持
つ
。
但
し
こ
と

地
・
江
南
を
中
心
と
す
る
範
園
で
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
其
の
統
属
開
係
は
次
の
如
く
表
示
さ
れ
得
る
。
印
ち
路
に
は
總
管
府
が

４－



中
書
省

行
中
書
省

州
－
謳

　
　

在
っ
て
属
郡
及
ぴ
総
領
の
頴
を
統
轄
し
、
府
は
行
省
・
路
に
隷
す
も
の
と
省
部
に

直
属
す
る
も
の
と
を
棟
ば
す
、
州
・
頚
又
は
其
の
一
を
統
べ
る
。
唯
州
に
在
っ
て

は
、
所
属
の
頚
を
有
す
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
の
二
種
あ
っ
て
、
従
っ
て
親
理

す
る
と
否
と
の
孤
別
を
生
す
る
。
親
理
す
る
も
の
は
、
地
方
行
政
区
劃
の
最
小
軍

位
な
る
鮎
に
於
て
、
頚
と
全
然
同
等
の
性
質
を
持
つ
。
元
史
地
理
志
「
總
序
」
に

　
　

唐
以
前
以
郡
領
頚
而
已
。
元
則
有
路
府
州
頚
四
等
。
大
牢
以
路
領
州
領
頚
。

　
　

而
腹
裏
或
有
以
路
領
府
、
府
領
州
、
州
領
顕
者
。
其
府
奥
州
叉
有
不
隷
路
而

　
　

直
隷
省
者
。

と
あ
る
も
の
は
右
の
内
容
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
路
の
下
に
府
・

　
　
　

州
・
新
を
統
轄
し
て
中
書
省
・
行
中
書
省
に
隷
属
す
る
を
最
も
基
本
的
・
一
般
的
な
服
系
と
断
じ
た
も
の
に
他
た
ら
な
い
。

　
　
　
　

か
Ｘ
る
制
度
に
於
て
、
新
及
び
之
と
格
を
同
じ
う
す
る
州
と
は
地
方
行
政
亘
劃
の
最
低
軍
位
と
し
ア
官
民
接
鯛
の
第
一
面
に
位
置

　
　
　

す
る
の
故
に
、
此
等
州
・
新
の
官
員
は
北
ハ
の
州
・
新
を
構
成
す
る
郷
・
里
虹
び
に
州
城
・
懸
城
に
對
し
、
等
し
く
親
民
の
任
に
営
ら

　
　
　

ね
ば
た
ら
な
い
。
合
属
の
新
を
有
す
る
州
は
か
χ
る
新
の
合
成
す
る
所
で
あ
り
、
府
も
亦
か
Ｘ
る
州
新
の
結
合
服
に
他
た
ら
な
い
。

　
　
　

然
る
に
此
の
構
造
は
狽
り
路
に
至
っ
て
受
化
を
示
し
、
。
府
州
新
以
外
に
新
に
録
事
司
た
る
新
成
素
が
出
現
す
る
。
録
事
司
と
は
路
城

　
　
　

に
限
り
Ｉ
唯
一
の
例
外
と
し
て
瞎
西
行
省
輦
昌
府
が
阜
げ
ら
れ
る
が
Ｉ
其
の
城
内
の
親
治
に
富
る
官
府
で
あ
り
、
同
時
に
其
の
管
区

　
　
　

を
も
意
味
す
る
。
此
の
録
事
司
制
度
０
出
現
は
親
民
に
任
す
る
州
と
相
僕
っ
て
、
本
来
府
・
州
の
下
に
新
を
統
轄
し
、
親
民
の
任
は

均

　

一
に
新
に
委
ぬ
る
を
原
則
と
し
た
唐
宋
以
来
の
州
新
制
度
に
新
機
軸
を
出
し
た
も
の
と
言
ひ
う
る
だ
ら
う
・
而
も
観
鮎
を
愛
へ
て
、

-
５

-
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宍

　

都
市
制
度
と
云
ふ
角
度
に
於
て
之
を
観
察
す
る
時
、
元
代
地
方
行
政
制
度
上
０
此
の
特
質
は
、
更
に
Ｉ
展
重
大
な
意
義
を
持
つ
。
印

　
　

ち
従
来
都
市
の
資
格
を
最
小
限
度
に
具
備
し
た
新
城
に
於
て
は
勿
論
の
こ
と
、
州
城
・
府
城
と
雖
も
各
々
倚
郭
類
を
有
し
、
上
下
一

　
　

貫
し
て
制
度
上
、
類
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
居
た
都
市
が
、
今
や
路
膜
に
よ
っ
て
代
表
さ
る
ｘ
大
都
市
に
限
り
、
濁
白
の
市
制
を
設

　
　

け
、
類
の
支
配
を
離
脆
し
、
之
と
對
立
す
る
痛
事
司
の
管
理
に
委
任
さ
れ
た
事
是
で
あ
る
。
元
史
（
巻
十
七
）
に
弦
れ
ば
、
至
元
三
十

　
　

年
現
在
と
し
て
痛
事
司
百
三
を
数
へ
て
居
る
。
要
す
る
に
百
節
の
敷
に
算
入
さ
る
ｘ
大
都
市
に
濁
自
の
市
制
が
竃
現
さ
れ
た
に
他
だ

　
　

ら
な
い
。
此
の
鮎
元
代
都
市
制
度
は
痛
事
司
の
考
察
を
中
心
に
開
明
せ
ら
れ
る
。

　
　
　

録
事
司
に
開
す
る
記
載
は
元
史
百
官
志
（
巻
九
こ
諸
路
總
管
府
の
目
に
次
の
如
く
見
え
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

痛
事
司
。
秩
正
八
品
。
凡
路
府
所
治
置
一
司
。
以
掌
城
中
戸
民
之
事
。
…
…
若
城
市
民
少
則
不
置
司
。
錨
之
倚
郭
類
。
在
所
京

　
　
　
　

則
篤
警
巡
院
。
糊
杭
州
置
四
司
。
後
省
篤
左
右
雨
司
。

　
　

然
し
乍
ら
記
載
す
る
所
簡
に
過
ぎ
、
之
の
み
を
以
て
し
て
は
録
事
司
の
本
質
は
明
確
に
さ
れ
得
た
い
。
幸
に
元
代
の
地
方
志
が
此
の

　
　

勁
に
開
し
て
貴
重
な
記
録
を
提
供
す
る
。
至
正
四
明
鏡
志
（
巻
こ
に
慶
元
路
（
察
波
）
の
沿
革
を
記
し
て
次
の
一
節
が
あ
る
。

　
　
　
　

闘
元
中
篤
明
州
。
而
飾
昌
附
郭
。
五
代
朱
梁
避
岨
茂
譚
。
始
改
鄭
篤
鄭
。
宋
因
之
。
郡
城
内
皆
鄙
類
所
治
。
皇
朝
始
置
鎌
事
司

　
　
　
　

以
治
城
内
。

　
　

元
史
地
理
志
（
倦
六
二
）
に
攘
れ
ば
、
江
浙
行
省
慶
元
路
は
富
時
奉
化
・
昌
國
二
州
、
部
・
象
山
・
慈
渓
・
定
海
四
類
、
及
び
痛
１
　
司

　
　

を
領
し
、
中
に
在
っ
て
鄭
類
倚
郭
を
な
す
。
之
に
依
て
観
れ
ば
、
五
代
・
宋
を
通
じ
附
郭
鄭
類
の
管
下
に
在
っ
た
明
州
城
は
、
元
朝

　

・

　

に
至
り
慶
元
路
々
城
と
な
る
に
及
び
、
痛
事
司
の
専
治
に
委
ね
ら
れ
、
鄭
懸
は
依
然
倚
郭
を
な
し
っ
ｘ
も
城
内
の
行
政
に
參
昇
し
得

　
　

な
く
な
っ
た
事
が
判
る
。
河
朔
訪
古
記
「
常
山
郡
部
」
「
魏
郡
部
」
が
、
夫
恋
具
定
・
彰
徳
雨
路
録
事
司
に
関
し
て

６



　
　
　
　

。
翼
定
路
録
事
司
。
國
朝
所
建
立
。
専
理
城
内
。
城
之
外
則
翼
定
斬
所
理
。
一
一
１
１
一
―
録
事
司
・
翼
定
額
二
官
署
皆
在
城
中
。

　
　

ゝ

　
　
　
　
　

彰
徳
路
城
中
。
宋
隷
安
陽
照
。
國
朝
置
録
事
司
以
領
之
。
城
之
外
男
属
安
陽
斬
…
…
總
管
府
・
節
事
司
治
及
安
陽
斬
治
皆
在
城

　
　
　
　
　

内
焉
。

　
　
　

と
云
ふ
も
の
は
如
上
の
録
事
司
・
倚
郭
斬
の
開
係
を
一
管
明
確
に
脆
明
す
る
適
例
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
く
節
事
司
が
路
城
内
と
云

　
　
　

ふ
一
定
の
管
亘
を
持
ち
、
其
の
範
園
内
に
於
て
行
政
を
司
る
機
開
で
あ
る
限
り
、
原
則
と
し
て
、
親
理
に
営
る
下
州
・
諸
螺
と
一
様

　
　
　

な
職
責
に
任
じ
た
に
相
違
な
い
。
此
の
勘
に
開
し
節
事
司
の
職
催
を
部
分
的
に
記
述
す
る
個
々
の
賓
例
を
分
類
集
録
す
る
に
次
の
如

　
　
　

く
で
あ
る
。

　
　
　
　

両

　

警

　

察

　

権

　
　
　
　

捕
盗
ユ
瓦
典
章
五
一
、
録
事
司
巡
捕
事

　

（
通
制
條
格
十
九
、
逍
捕
）
・
同
、
軍
民
官
一
同
巡
禁

　

化
至
元
八
年
・
二
十
年
、
漢
地
・
江
南

　
　
　

録
泰
司
に
對
し
弓
手
を
督
令
し
て
巡
捕
に
営
る
の
責
務
を
中
巌
し
、
失
盗
の
罰
則
が
規
定
さ
れ
て
居
る
。
元
史
刑
法
志
（
巻
一
〇
三
）

　
　
　

職
制
下
の
一
條
は
之
を
要
約
し
て
「
諸
各
路
在
城
録
事
・
録
判
分
番
巡
捕
。
若
有
失
盗
。
止
坐
巡
捕
官
。
」
と
な
す
・

　
　
　
　

治
安
維
持
ユ
几
典
章
五
七
、
禁
治
聚
衆
作
會
に
依
れ
ば
、
至
大
四
年
二
月
安
西
路
（
長
安
）
開
元
寺
に
行
は
れ
る
萬
揖
會
に
際
し
、

　
　
　

起
る
可
き
作
閑
氾
壊
の
禁
約
提
調
が
命
ぜ
ら
れ
、
乃
至
私
盛
の
監
硯
（
元
典
章
二
二
、
景
紹
華
等
私
甕
）
臓
品
の
取
締
（
通
制
條
格
二

　
　
　

七
、
解
典
）
死
暇
検
硯
（
元
典
章
五
四
、
刑
名
柾
錯
蔭
例
）
等
の
職
務
が
課
せ
ら
れ
て
居
る
。

　
　
　

開

　

租
税
徴
集
権

　
　
　

元
典
章
九
、
設
副
達
魯
花
赤

　

に
載
す
る
延
砧
三
年
五
月
附
中
書
省
の
容
文
の
一
節
に
は
「
中
下
螺
主
簿
・
録
事
司
節
判
掌
管
銭
糧

多

　

捕
盗
勾
富
。
」
と
見
え
て
居
り
、
叉
同
書
二
六
、
和
買
諸
物
信
豊
完
備
方
許
支
價

　

の
條
に
は
、
元
貞
元
年
廣
子
路
録
事
司
が
時
價
を
無

-
７

-



心

　

覗
し
て
高
價
に
和
買
を
行
っ
た
事
賓
が
糾
弾
さ
れ
て
居
る
。
敦
も
差
疲
・
稜
糧
に
録
事
司
の
參
輿
し
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

開

　

裁

　

判

　

醒

　
　
　

元
典
章
五
１
　
、
拘
摸
砂
袋
賊
人
剌
断

　

は
大
徳
元
年
四
月
俗
事
司
に
よ
る
軍
丁
犯
罪
の
約
會
處
断
を
傅
へ
、
九
鋸
山
房
集
巻
十
四
、

　
　

殷
府
君
墓
誌
銘

　

に
は
獄
事
に
営
っ
て
寛
を
雪
げ
る
平
江
俗
事
殷
徳
絡
の
事
跡
を
記
し
て
居
る
。
其
他
民
間
資
買
に
開
す
る
紛
學
を
結

　
　

絹
し
（
元
典
章
一
四
、
案
蹟
）
相
綾
・
戸
籍
の
事
件
を
處
理
し
（
同
書
十
七
、
異
姓
承
組
立
戸
）
新
學
・
寺
院
間
の
土
地
問
題
を
解
決
す
る

　
　

（
圭
斎
集
巷
六
、
分
宜
豚
學
復
田
記
）
等
民
事
詞
訟
一
般
を
管
し
た
事
は
、
滋
渓
文
稿
巷
十
八
、
赦
承
事
郎
象
山
噺
尹
李
侯
菓
碑
に
「
元
貞

　
　

初
調
街
州
鉄
事
。
民
訟
於
庭
。
立
決
遣
之
。
」
と
言
へ
る
に
明
示
さ
れ
て
居
る
。

　
　
　

㈲

　

其

　
　
　

他

　
　
　

其
他
至
正
四
明
椿
志
（
泰
三
）
鄭
謳
公
宇
の
條
に
は
官
銭
規
蓮
の
事
を
司
り
、
圭
膏
集
（
泰
六
）
得
全
書
院
記
に
は
書
院
の
管
理
に

　
　

任
じ
て
居
る
。

　
　

さ
れ
ば
鉄
事
司
を
評
し
て
、
或
は
「
城
市
開
廂
を
胎
む
。
況
や
百
族
の
寓
公
・
四
方
の
游
士
・
官
府
の
府
史
膏
徒
・
兵
戎
の
汲
檄
よ

　
　

り
ト
叙
老
称
の
流
に
至
り
、
又
下
は
百
技
工
巧
・
阻
檜
負
販
・
奴
客
侶
優
淆
處
し
て
雑
る
。
而
も
其
の
治
教
を
布
き
政
刑
を
乎
に
す

　
　

る
を
望
む
云
々
。
」
と
云
ひ
（
圭
斎
集
巻
八
、
逡
劉
文
廷
之
清
江
録
事
序
）
或
は
「
郡
の
鎌
事
司
及
び
附
郭
邸
は
尤
も
其
の
煩
努
に
任
す
る

　
　

者
也
。
蓋
し
上
に
憲
府
郡
治
の
按
臨
す
る
あ
り
・
下
に
迪
官
朝
士
の
迎
候
あ
り
。
鱈
ぐ
に
賦
役
訟
訴
の
煩
を
以
て
し
、
加
ふ
る
に
民

　
　

凰
飢
寒
０
苦
を
以
て
す
。
」
（
滋
渓
文
稿
巻
三
十
、
題
諸
公
贈
剪
定
録
康
司
監
也
先
明
道
詩
後
）
と
稀
す
る
も
の
敦
も
か
ｘ
る
地
位
職
掌
を
狸

　
　

想
し
た
表
現
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。

　
　
　

以
上
引
川
す
る
諸
賢
料
の
中
に
散
見
ず
る
如
く
、
鎌
事
司
０
官
員
は
長
官
達
魯
花
亦
正
八
晶
の
下
に
俗
事
・
録
事
判
官
各
一
員
を
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備
へ
る
。
此
の
官
制
は
其
後
延
砧
三
年
六
月
録
事
の
下
に
副
追
魯
花
赤
一
員
を
増
置
す
る
に
及
び
多
少
の
愛
化
を
見
た
け
れ
ど
も
、

　
　

其
も
一
時
的
な
現
象
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
南
豪
備
要
（
永
楽
大
典
・
巻
二
千
六
百
十
）
「
均
旅
秩
」
に
見
ゆ
る
至
正
十
年
末
中
書

　
　

省
の
新
定
せ
る
官
吏
俸
線
０
規
定
に
は
録
事
司
副
達
魯
花
赤
は
已
に
存
し
な
い
。
元
史
百
官
志
に
依
れ
ば

　
　
　
　

（
録
事
司
）
中
統
二
年
詔
験
民
戸
定
篤
員
数
。
二
千
戸
以
上
設
録
事
・
司
候
・
判
官
各
一
員
。
二
千
戸
以
下
省
判
官
不
置
。
至
元

　
　
　
　

二
十
年
置
達
魯
花
赤
一
員
。
省
司
候
以
判
官
装
捕
盗
之
事
。
典
史
一
員
。

　
　

と
逢
魯
花
赤
の
設
置
は
至
元
二
十
年
に
繋
け
ら
れ
て
居
る
。
然
し
乍
ら
、
百
官
志
の
此
の
記
載
は
無
條
件
に
探
用
す
る
事
は
出
来
た

　
　

い
。
其
は
元
史
食
貨
志
（
巻
九
六
）
「
職
田
数
」
の
條
に
見
え
る
次
の
記
載
の
容
易
に
示
す
所
で
あ
る

　
　
　
　

至
元
三
年
定
隨
路
府
州
懸
官
員
織
田
。
・
・
一
ｓ
一
一
録
事
司
達
魯
花
赤
三
頃
。
録
事
同
録
判
二
頃
。

　
　
　
　

至
元
二
十
一
年
定
江
南
行
省
及
諸
司
職
田
。
一
ａ
ａ
ｌ
一
一
鎌
事
司
追
魯
花
赤
一
頃
五
十
畝
。
録
事
同
録
判
一
頃
。

　
　

印
ち
百
官
志
の
記
載
は
、
軍
に
江
南
に
於
る
録
事
司
追
魯
花
赤
の
創
設
を
示
す
に
止
ま
り
、
漢
地
に
在
て
は
早
く
至
元
三
年
又
は
其

　
　

以
前
よ
り
之
が
設
置
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
漢
地
に
於
る
録
事
司
追
魯
花
赤
の
創
設
は
何
時
に
繋
け
ら
る
可

　
　

き
で
あ
ら
う
か
。
此
の
問
題
を
解
決
す
る
認
に
は
、
先
づ
元
初
の
諸
路
總
管
府
初
設
年
代
が
先
決
さ
る
可
き
で
あ
る
。
蓋
し
録
事
司

　
　

が
追
魯
花
赤
を
長
官
に
頂
き
、
路
城
を
以
て
濁
立
の
官
府
に
成
立
す
る
に
は
、
根
析
に
於
て
、
路
の
制
度
の
完
成
と
表
裏
の
開
係
に

　
　

あ
っ
た
が
故
で
あ
る
。
之
に
開
す
る
元
史
百
官
志
の
記
載
は
軍
に
至
元
初
と
の
み
云
っ
て
正
躍
な
年
月
を
呉
へ
な
い
。
唯
元
典
章
五

　
　

三
、
諸
色
戸
計
詞
訟
約
會
に
諸
路
總
管
府
設
立
に
件
っ
て
疲
布
せ
ら
れ
た
聖
旨
條
差
の
一
敗
を
掲
げ
て

　
　
　
　

至
元
二
年
二
月

　
　

日
欽
奉
聖
旨
。
立
總
管
府
條
書
内
一
敗
。
ｌ
ｌ
ｓ
｝
－
・

心

　

と
冒
頭
し
て
居
り
、
元
史
本
紀
が
路
官
に
開
す
る
規
定
を
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至
元
二
年
二
月
甲
子
。
以
蒙
古
人
充
各
路
達
魯
花
赤
。
漢
人
充
總
管
。
回
同
人
充
同
知
。
永
篤
定
制
。

と
傅
へ
て
居
る
を
參
照
し
て
、
鐘
事
司
迪
魯
花
赤
設
置
の
時
期
は
、
至
元
二
年
に
於
て
最
も
適
切
に
爰
富
す
る
と
断
す
る
の
で
あ

る
。
上
記
百
官
志
、
中
続
二
年
の
録
事
司
官
制
に
未
だ
建
魯
花
赤
は
出
現
せ
す
、
而
も
食
貨
志
、
至
元
三
年
職
田
敷
制
定
に
際
し
已

に
之
が
設
置
さ
れ
て
居
る
事
賓
は
、
よ
く
此
の
間
の
消
息
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
録
事
司
が
其
の
長
官
と
し
て
途
魯
花
赤
を
備
へ

た
事
は
、
其
自
身
従
来
に
比
べ
て
、
著
し
い
腹
限
の
強
化
を
意
味
す
る
も
の
に
相
違
な
い
が
、
更
に
重
大
な
事
は
、
至
順
鏝
江
志

（
巻
十
六
）
宰
貳
の
條
に
も

　
　

白
元
混
一
。
三
邑
（
丹
徒
・
丹
陽
・
金
壇
三
噺
）
皆
篤
中
類
。
ｌ
ｓ
ｓ
ｓ
９
１
城
中
民
奮
隷
丹
徒
。
今
置
録
事
司
以
統
之
。
録
事
之
上
亦
設
置
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

　
　

花
赤
。
而
佐
以
判
官
。
列
曹
庶
務
一
輿
類
等
。

と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
、
録
事
司
達
魯
花
赤
設
置
を
前
提
と
し
て
、
濁
立
せ
る
市
制
が
元
代
州
懸
制
度
ｏ
中
に
確
立
せ
ら
れ
た
事

で
あ
る
。
か
く
し
て
「
元
統
元
年
進
士
録
」
所
載
の
都
市
出
身
者
の
本
貫
に
件
隨
す
る
鎌
事
司
な
る
名
将
、
例
へ
ば

　
　

同
同
。
貫
。
翼
定
路
録
事
司

を
同
じ
く
「
宋
賓
砧
四
年
登
科
録
」
に
列
畢
さ
る
ｘ

　
　

前
端
。
本
貫
・
温
州
永
嘉
類
在
城
梯
雲
坊

と
對
比
し
て
、
そ
こ
に
様
式
と

出
来
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

一

一

一
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27.5

　

至
元
二
年
二
月
諸
路
總
管
府
の
設
立
の
結
果
、
元
朝
の
地
方
行
政
制
度
は
路
を
根
幹
・
と
し
て
こ
ｘ
に
劃
一
化
せ
ら
れ
た
。
録
事
司

が
鐘
魯
花
赤
以
下
の
官
員
を
整
備
し
て
新
市
制
の
第
一
歩
を
路
城
に
喋
立
し
た
の
は
、
賓
に
此
の
新
地
方
制
度
の
地
盤
の
上
に
於
て

で
あ
っ
た
。
以
上
は
前
節
に
論
述
し
た
所
で
あ
る
。
元
史
本
紀
至
元
二
年
閏
五
月
の
條
に
、
戸
口
少
き
州
話
を
省
併
せ
し
め
、
同
時

に
「
其
散
府
州
郡
戸
少
者
不
須
更
設
録
事
司
及
司
候
司
・
附
郭
籐
。
止
令
州
府
官
殼
領
。
」
と
令
す
る
詔
が
出
さ
れ
七
居
る
の
は
、
疑

も
た
く
此
の
録
事
司
の
路
城
軍
一
化
へ
の
一
過
程
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
賓
此
の
動
向
は
、
元
史
地
理
志
に
散
見
す
る
次
の
事

例
に
有
力
に
表
徴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

娶
元
二
年
－
括
弧
内
は
併
合
せ
る
州
噺
を
示
す

　
　

腹

　
　
　

裏

　
　
　
　

上
都
路
宣
徳
府
録
事
司
（
倚
郭
宣
徳
話
）

　
　
　
　
　

河
間
路
清
州
司
候
司
（
會
川
話
）

　
　
　
　

恩
州
司
候
司
（
恩
州
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

済
南
路
棲
州
司
候
司
（
倚
郭
厭
次
話
）

　
　
　
　

同

　
　

演
州
司
候
司
（
潮
海
話
）

　
　
　
　
　
　
　
　

般
陽
府
路
莱
州
録
事
司
（
倚
郭
披
話
）

　
　
　
　

平
陽
路
緯
州
録
事
司
（
倚
郭
正
平
話
）

　
　

河
南
江
北
行
省

　
　
　
　

河
南
府
路
男
州
録
事
司
（
倚
郭
穣
話
）

　
　
　
　
　
　

汝
寧
府
頴
州
録
事
司
（
頴
州
）

　
　
　
　

肺
徳
府
徐
州
録
事
司
（
徐
州
）

　

至
元
三
年

　
　

腹

　
　
　

裏
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276

　
　
　

翼
定
路
豊
州
司
候
司
（
改
州
）

　
　
　

大
原
路
石
州
司
候
司
（
倚
郭
離
石
邸
）

　
　
　

平
陽
路
河
中
府
録
事
司
（
倚
郭
河
東
新
）

　
　
　

同

　
　

浮
州
司
候
司
（
晋
城
謳
）

　

河
南
江
北
行
省

　
　
　

河
南
府
路
詔
州
司
候
司
（
詔
州
）

至
元
四
年

懐
慶
路
孟
州
司
候
司
（
河
陽
邸
）

廣
子
路
磁
州
録
事
司
（
倚
郭
湛
陽
瓢
）

同

　
　

泌
州
録
事
司
（
上
官
照
）

同

　
　

沁
州
録
事
司
（
武
郷
邸
）

　
　

腹

　
　
　

裏

　
　
　
　

大
同
路
渾
源
州
司
候
司
（
渾
源
州
）

　
　
　
　
　
　

同

　
　

武
州
司
候
司
（
武
州
）

　
　
　
　

同

　
　

朔
州
録
事
司
（
祁
陽
新
）

　
　
　
　
　
　
　

同

　
　

豊
州
録
事
司
（
豊
州
）

　
　
　
　

同

　
　

東
勝
州
鎌
１
　
司
（
東
勝
州
）

　
　
　
　
　
　

同

　
　

雲
内
州
録
事
司
（
雲
内
州
）

　
　
　
　

平
陽
略
解
州
司
候
司
（
解
鋲
）

卯
ち
至
元
二
年
以
後
、
府
州
の
録
事
司
及
び
之
に
準
す
る
司
候
司
の
淘
汰
省
併
と
い
ふ
一
傾
向
が
此
等
の
事
例
を
通
じ
て
抽
出
さ
れ

得
る
事
是
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
傾
向
は
至
元
二
年
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
文
献
の
傅
ふ
る
所
は
極
め
て
零
細
で
は
あ
る

が
、
已
に
蒙
脊
汗
三
年
夫
々
倚
郭
餌
に
併
入
せ
ら
れ
た
盆
都
路
所
屡
渥
・
密
・
菖
・
沢
・
膝
諸
州
の
司
候
司
、
中
統
二
年
吉
郷
新
の

併
合
に
肺
し
た
平
陽
路
吉
州
司
候
司
に
其
の
例
を
見
る
事
が
出
来
る
。
此
の
鮎
、
元
代
の
録
事
司
制
度
は
、
成
立
の
過
程
を
持
っ
て

居
り
、
従
っ
て
此
の
制
度
は
漠
北
時
代
に
於
る
蒙
古
人
の
都
市
政
策
の
狸
展
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
國
初
の
都
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市
政
策
と
は
如
何
。
其
に
は
先
づ
漠
北
時
代
に
於
け
る
録
事
司
・
司
候
司
の
性
質
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

世
岨
以
前
、
府
州
に
録
事
司
・
司
候
司
の
布
設
せ
ら
れ
て
ゐ
た
事
は
、
以
上
。
の
論
述
の
経
過
を
通
じ
て
已
に
看
取
し
得
ら
れ
た
筈

　
　

で
あ
る
。
年
次
の
明
か
な
記
録
に
徴
す
る
限
り
、
元
史
（
倦
一
五
七
）
劉
秉
忠
傅
に
見
ゆ
る
成
吉
思
汗
末
年
の
邪
州
録
康
司
に
、
其
の

　
　

最
も
早
い
消
息
を
我
見
す
る
と
思
は
れ
る
。
次
で
憲
宗
未
立
の
交
、
印
ち
恐
ら
く
斡
几
立
海
迷
失
皇
后
監
國
の
間
に
相
息
す
る
と
思

　
　

は
る
ｘ
時
期
に
、
其
の
存
在
を
元
史
地
理
志
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
平
陽
路
河
中
府
鎌
事
司
が
あ
り
、
以
下
蒙
苓
汗
三
年
、
八
年
の
年
次

　
　

を
件
ふ
盆
都
路
淮
・
密
こ
呂
・
汗
・
隣
諸
州
司
候
司
、
懐
慶
路
孟
州
司
候
司
等
が
等
し
く
地
理
志
に
散
見
ず
る
。
尤
も
益
都
路
管
下

　
　

の
諸
州
の
司
候
司
に
開
し
て
は
、
別
に
「
斉
乗
」
に
次
の
如
く
示
さ
れ
て
、
地
理
志
の
記
載
に
符
合
せ
ざ
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　

（
益
都
路
）
録
事
司
。
司
府
城
内
戸
役
。
初
本
路
及
汗
密
二
州
皆
設
録
事
司
。
澱
・
膠
こ
呂
・
膝
四
州
皆
設
司
候
司
。
哭
丑
年
（
憲

　
　
　
　

宗
三
年
）
蚊
慶
入
倚
郭
蒜
。
惟
隨
原
置
焉
。

　
　

然
し
乍
ら
、
此
等
の
間
に
存
す
る
出
入
は
、
採
て
以
て
考
讃
に
資
す
べ
き
資
料
も
た
く
、
叉
然
か
す
可
き
性
質
の
も
の
で
も
な
い
。

　
　

蓋
し
元
史
地
理
志
に
阜
ぐ
る
所
の
世
胆
以
前
の
録
事
司
・
司
候
司
は
必
ず
し
も
貿
際
を
網
羅
し
た
も
の
と
見
傲
す
べ
き
何
等
の
理
由

　
　

も
た
く
、
従
っ
て
寧
ろ
相
互
に
其
の
閥
を
補
足
し
得
る
も
の
と
解
す
可
き
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
以
上
集
録
す
る
断
片
的
な
資
料
は

　
　

輩
た
る
録
事
司
’
司
候
司
の
在
否
の
事
賓
を
窺
知
せ
し
む
る
に
止
ま
り
、
其
の
本
質
に
對
す
る
考
察
に
は
何
ら
賢
す
る
に
足
る
も
の

　
　

を
持
た
な
い
事
を
知
っ
た
。
此
の
間
に
あ
っ
て
、
複
な
が
ら
も
其
の
外
郭
を
想
像
せ
し
む
る
に
足
る
も
の
は
金
史
に
見
ゆ
る
警
巡

　
　

院
・
録
事
司
・
司
候
司
の
記
載
で
あ
る
。
蓋
し
國
初
の
法
制
に
於
て
、
例
へ
ば
大
師
・
録
伺
書
令
・
平
章
・
元
帥
以
下
、
所
謂
漢
官

　
　

な
る
も
の
ｘ
す
べ
て
は
、
敦
れ
も
金
の
官
爵
を
其
ま
ｘ
探
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
事
賓
を
併
せ
考
へ
て
、
録
事
司
・
司
候
司
に
も
金

心

　

の
制
度
の
踏
襲
を
認
め
得
ち
れ
る
が
故
で
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μ

禦
州
・
刺
史
州
に
設
け
ら
れ
、
夫
々
録
事
・
録
判
、
司
候
・
司
判
各
一
員
を
具
し
、
職
掌
は
警
巡
院
に
同
じ
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
警

巡
院
の
職
掌
と
は

　
　

諸
京
務
巡
院
。
使
一
員
正
六
品
。
掌
平
理
獄
訟
・
警
察
別
部
・
總
判
院
事
。
副
一
員
従
七
品
。
掌
警
巡
之
事
。
判
官
二
員
正
九

　
　

品
。
掌
倫
稽
失
蚕
判
院
事
。

に
示
さ
る
ゝ
如
き
で
あ
る
。
之
を
同
じ
く
金
史
百
官
志
の
次
の
記
載

　
　

諸
府
錨
鄙
軍
司
都
指
揮
使
。
：
：
’
掌
軍
卒
差
役
・
巡
捕
盗
賊
・
總
判
軍
事
。
偽
証
ハ
録
事
同
管
城
腺
。

　
　

諸
防
（
禦
州
）
刺
（
史
）
州
軍
轄
。
掌
同
都
軍
装
巡
捕
。
働
典
司
候
同
管
城
壁
。

と
參
照
し
て
、
少
く
と
も
國
初
の
録
事
司
・
司
候
司
の
中
に
、
府
州
城
内
の
行
政
事
務
に
任
す
と
い
ふ
職
責
を
類
推
す
る
事
は
、
あ

な
が
ち
困
難
で
は
な
か
ら
う
。
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
、
浜
北
時
代
の
録
事
司
・
司
候
司
は
元
代
録
事
司
と
の
間
に
、
一
脈
の
建
絡

を
有
す
も
の
と
言
は
ざ
る
を
得
た
い
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
類
型
は
決
し
て
本
質
的
な
も
の
と
断
定
せ
ら
れ
て
は
た
ら
た
い
。

換
言
す
れ
ば
、
長
官
種
魯
花
赤
の
下
に
、
濁
立
せ
る
市
制
を
形
成
し
て
居
た
と
い
ふ
元
代
録
事
司
の
持
つ
基
本
的
な
特
殊
性
は
、
決

し
て
か
ｘ
る
類
似
鮎
よ
り
し
て
は
疲
生
し
得
な
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
此
の
肱
、
元
代
録
事
司
を
以
て
前
代
府
州
の
曹
官
た
る
司
録

參
軍
・
録
事
參
軍
忙
峻
別
せ
る
至
順
鑓
江
志
（
倦
十
六
）
「
宰
貳
」
の
條
の
説
、

　
　

録
事
司
非
着
古
録
事
參
軍
惟
勾
稽
簿
書
、
糾
弾
郡
事
而
已
。

或
は
陳
贋
「
鎮
江
録
事
司
重
建
記
」
（
同
書
巻
十
三
所
収
）

　
　

録
事
於
古
狐
州
主
簿
。
篤
司
録
。
篤
督
郵
。
其
後
篤
鐘
事
參
軍
。
糾
録
一
郡
諸
曹
湯
邸
。
上
及
大
守
・
丞
貳
。
萄
有
過
畢
賛
１
　

　
　

所
避
。
秩
雖
卑
確
典
御
史
等
。
國
朝
駁
繁
以
簡
。
惟
上
郡
得
置
録
事
司
。
分
治
城
之
民
隷
焉
。
名
鴬
鎌
事
賓
遠
輿
古
異
。
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の
言
は
、
韓
じ
て
金
代
制
度
の
踏
襲
た
る
漠
北
時
代
の
録
事
司
・
司
候
司
と
の
。
間
に
も
適
庶
さ
る
可
き
で
み
る
。
か
く
考
ふ
る
時
。

元
代
都
市
制
度
の
源
流
は
、
其
の
形
式
的
な
起
源
を
離
れ
て
別
個
に
探
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
之
が
解
決
に
資
す
べ
き
も
の

は
蒙
古
人
の
漢
地
西
城
に
亙
る
経
略
の
初
期
に
於
て
、
征
服
地
の
都
市
管
轄
の
任
に
営
つ
て
居
た
達
魯
花
赤
其
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

　
　
　

元
史
百
官
志
を
一
瞥
し
て
、
其
所
に
容
易
に
看
取
し
得
る
特
殊
的
官
職
の
Ｉ
と
し
て
、
達
魯
花
赤
’
（
ｄ
ａ
ｒ
ｕ
ｒ
ａ
ｉ
ｉ
）
を
畢
げ
る
事
が

　
　

出
来
る
。
元
代
此
の
官
職
は
、
中
央
・
地
方
・
文
武
・
大
小
を
論
ぜ
挙
、
各
種
の
官
術
に
設
け
ら
れ
原
則
と
し
て
蒙
古
人
に
限
り
任

　
　

命
せ
ら
れ
た
と
・
い
ふ
特
色
を
持
っ
て
ゐ
た
。
「
達
魯
花
赤
鎖
弼
公
去
思
之
碑
」
（
安
陽
金
石
録
倦
十
一
所
牧
）
に

　
　
　
　

百
司
庶
府
秦
布
星
列
。
毎
正
貳
之
上
。
以
國
人
一
員
總
之
。
猶
古
之
啓
監
焉
。

　
　

と
云
ひ
、
或
は
草
木
子
（
離
制
篇
）
に

　
　
　
　

元
路
州
瓢
各
立
長
官
。
曰
達
魯
花
赤
。
掌
印
信
以
總
一
府
一
瓢
之
治
。
ｌ
ｅ
一
ｓ
ｌ
ｓ
達
魯
花
赤
猶
華
言
荷
包
上
聚
口
捺
子
也
。
亦
由
古

　
　
　
　

言
總
轄
之
比
。

　
　

と
見
え
る
も
の
は
此
の
謂
で
あ
る
。
従
っ
て
達
魯
花
赤
は
、
夫
々
の
官
府
に
庶
す
る
夫
々
の
職
置
に
適
用
せ
ら
れ
、
其
所
に
多
元
性

　
　

を
冤
が
れ
た
い
。
曾
か
Ｘ
る
間
に
於
て
、
彼
等
が
管
内
の
最
高
決
定
置
を
把
握
せ
る
責
任
者
監
督
官
た
る
一
面
に
、
普
遍
的
な
共
通

　
　

を
我
見
す
る
。
さ
れ
ば
達
魯
花
赤
に
對
す
る
定
硯
が
、
或
は
「
官
屡
之
長
」
と
な
し
（
道
園
學
古
録
省
二
五
、
大
承
天
護
聖
寺
碑
）
、
「
宣

　
　

差
」
と
言
ひ
（
事
林
廣
記
庚
集
巻
十
、
至
元
譚
語
君
官
門
）
、
或
は
「
啓
監
」
・
「
總
轄
」
に
比
す
等
、
敦
れ
も
輪
郭
を
失
は
な
い
限
り
に
於

心

　

て
、
漠
然
た
る
表
現
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。
元
代
鐘
魯
花
赤
に
認
め
ら
れ
る
此
の
特
色
は
、
我
生
的
に
達
魯
花
赤
に
具
有
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せ
ら
れ
た
本
質
に
基
い
て
居
る
。
是
に
於
て
も
亦
本
節
の
問
題
た
る
国
初
の
建
魯
花
赤
の
検
討
が
、
重
ね
て
要
求
せ
ら
れ
る
。

　

達
魯
花
赤
な
る
官
名
は
、
已
に
塔
剌
忽
只
の
字
面
を
以
て
西
遊
記
に
現
は
れ
て
居
り
、
元
朝
秘
史
に
は
苓
暗
合
臣
（
ｄ
ａ
ｒ
ｕ
ｒ
ａ
Ｓ
ｉ
ｎ
）

複
数
形
苓
噌
合
思
（
ａ
Ｊ
ヽ
―
）
と
し
て
示
さ
れ
る
以
外
に
、
更
に
西
方
ト
ル
キ
ス
タ
ン
ー
イ
ラ
ン
ー
ビ
ザ
ン
ス
史
家
に
よ
っ
て
、

ｄ
ａ
r
ｕ
ｇ
ｈ
ａ
｡
　
　
　
ｄ
ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｇ
ａ
｡
　
　
　
ｄ
ａ
ｒ
ｏ
ｇ
ａ
ｈ
｡
　
　
　
ｄ
ａ
ｒ
ｅ
ｇ
ａ
ｓ

　

の
形
に
於
て
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る

呵

白
鳥
博
士
に
よ
れ
ば
、
之
が
原
語
は
蒙
古
語
動
詞

ｄ
ａ
ｒ
ｕ
ｚ
ｕ
（
墜
へ
る
、
儒
雁
す
る
）
の
語
根
ｉ
Ｉ
に
ｌ
を
加
へ
更
に
e
i
｡
　
ｔ
i
n
　
ｉ
ｆ
ｃ
≪
る
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
　
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
i
ｓ
　
　
Ａ
Ｊ
附
し
て
「
鎖
県
者
」
を

意
味
す
る
形
で
あ
り
、
或
は
輩
に
ａ
ａ
ｒ
ｕ
ｒ
ａ
（
銀
Ⅲ
）
を
以
て
銀
聚
者
の
義
に
椅
用
せ
し
め
て
之
に
充
て
た
も
の
で
あ
る
。
尤
も
箭
内

博
士
に
は
別
佃
の
説
が
あ
る
が
、
語
義
に
開
す
る
限
り
異
る
所
ぼ
た
く
ヽ
等
し
く
錨
雨
者
、
長
官
、
總
督
の
意
を
持
つ
。
原
語
に
於

て
か
ｘ
る
語
義
を
具
へ
た
達
魯
花
赤
は
賓
際
上
果
し
て
如
何
た
る
本
質
を
認
め
得
ら
れ
る
だ
ら
う
か
。
其
に
は
先
づ
其
の
制
度
の
腿

生
を
考
察
せ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
逢
魯
花
赤
制
度
の
襲
生
を
示
唆
す
る
唯
一
の
記
鎌
は
元
朝
秘
史
の
次
の
一
節
で
あ
ら
う
。

　
　

又
撒
兄
塔
几
勒
ノ
民
ヲ
取
り
畢
ヘ
テ
、
成
吉
思
合
牢
勅
ア
リ
、
城
さ
一
苓
噌
合
臣
ヲ
置
キ
テ
、
几
囃
格
赤
ノ
城
ヨ
リ
牙
剌
畦
赤
・

　
　

馬
思
忽
暢
ト
云
フ
父
子
二
人
、
忽
噌
木
石
ノ
姓
ア
ル
撒
見
塔
几
勒
来
テ
、
城
ノ
縁
敗
報
例
ヲ
成
吉
思
合
早
二
奏
シ
テ
、
「
縁
故
二

　
　

遁
ヒ
却
フ
セ
」
ト
云
ハ
レ
テ
、
其
ノ
子
ヲ
馬
思
忽
暢
忽
暗
木
石
ヲ
、
吾
等
ノ
苓
噌
合
思
ト
共
一
一
不
合
兄
（
コ
・
ｇ
Ｅ
）
・
酵
米
思

　
　

堅
（
Ｆ
Ｉ
・
ｒ
已
）
・
瓦
咄
格
赤
（
ｃ
品
ｒ
忌
）
・
瓦
丹
(
Ｋ
ｈ
ｏ
t
ｏ
ｎ
)
　
･
乞
思
合
兄
（
ｒ
多
９
）
・
几
哩
羊
(
Ｙ
ａ
ｒ
ｋ
ａ
ｎ
ｄ
)
　
｡
古
先
苓
哩
勒
（
Ｋ
'

　
　

I
i
-
ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ａ
-
'
.
i
n
)
ナ
ド
ノ
城
ド
｀
ヲ
知
・
フ
シ
メ
こ

　
　

メ
ニ
件
レ
来
タ
リ
。
撒
見
塔
黒
ノ
人
ヨ
リ
牙
剌
畦
赤
・
馬
思
忽
暢
二
人
ノ
、
城
ノ
鰻
例
縁
故
こ
超
ジ
タ
ル
ノ
故
一
一
、
乞
塔
暢
ノ

　
　

民
ヲ
知
ラ
シ
メ
ユ
、
苓
暗
合
思
｡
Ｌ
.
共
一
一
任
シ
タ
リ
。
（
成
吉
思
汗
賓
録
、
五
三
一
丁
五
頁
）

元
聖
武
親
征
録
・
元
史
本
紀
は
此
の
事
件
を
等
し
く
成
吉
思
汗
十
八
年
哭
未
（
一
二
二
三
）
に
繋
け
、
夫
々
「
上
部
定
西
域
。
置
鐘
魯
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花
赤
於
各
城
。
監
治
之
。
』
及
び
「
違
定
酉
域
諸
城
。
。
置
達
魯
花
赤
。
監
洽
之
。
」
と
簡
輦
な
記
載
を
篤
し
て
居
る
。
彼
此
參
照
す
抄

ば
。
此
時
’
Ｉ
Ｉ
ワ
ラ
ー
＝
ア
ル
９
ナ
フ
ル
ー
ウ
イ
グ
リ
ア
の
都
市
を
列
ね
て
配
置
さ
れ
た
達
魯
花
赤
を
以
て
、
少
く
と
も
西
域
に

開
す
る
限
り
、
其
の
濫
舘
と
認
め
し
む
る
の
観
を
輿
へ
る
。
事
賢
、
元
史
（
倦
一
三
四
）
ウ
イ
グ
ル
人
昔
班
の
傅
に
、
其
の
父
閥
里
別

斡
赤
に
開
し
、
西
域
征
伐
の
功
に
よ
り
本
國
坤
関
城
達
魯
花
赤
を
昇
し
た
と
此
の
一
例
に
相
島
す
る
事
蹟
を
傅
ふ
る
記
録
が
あ
る
。

然
し
乍
ら
此
の
推
測
は
次
の
諸
事
賓
四
貞
面
し
て
、
完
１
　
に
裏
切
ら
れ
る
。
其
の
一
は
、
ウ
イ
グ
ル
亦
都
護
の
蒙
古
来
服
ご
二
〇

九
）
に
際
す
る
功
に
依
り
、
成
吉
思
汗
よ
り
本
國
錫
勒
沁
城
地
魯
花
赤
に
呉
せ
ら
れ
た
ウ
イ
グ
ル
人
阿
布
納
托
克
托
の
例
で
あ
る
。

此
の
事
蹟
は
、
元
代
の
墓
誌
銘
に
よ
っ
て
の
み
傅
へ
ら
る
ｘ
所
で
は
あ
る
が
、
而
も
其
の
史
賓
と
し
て
の
確
賓
性
は
、
後
述
す
る
至

元
五
年
正
月
高
麗
王
に
對
す
る
世
祖
の
詔
論
に
、
内
患
の
國
は
必
ず
地
魯
花
赤
を
設
置
す
る
事
を
以
て
太
組
成
吉
思
皇
帝
の
制
瑞
光

ｊ
と
明
言
せ
る
忙
參
照
し
て
、
蓉
認
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
其
の
二
轜
、
メ
ル
ブ
市
を
略
取
し
ニ
シ
ャ
ブ
ー
ル
に
進
撃
を
開
始
せ
ん

と
ず
る
際
’
、
推
雷
に
よ
っ
て
メ
ル
ブ
市
ｄ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ｈ
ａ
の
任
命
が
行
は
れ
た
と
云
ふ
７
　
ブ
ー
ル
ー
ガ
ジ
の
記
載
で
あ
る
。
ド
ー
ソ
ン
に

抹
れ
ば
、
。
施
１
　
の
ホ
ー
否
サ
ｙ
侵
入
は
一
二
二
〇
年
秋
に
始
ま
り
、
一
一
ジ
’
プ
ー
ル
陥
落
は
翌
一
二
二
一
年
四
月
七
日
で
あ
軸
か
ら
。

メ
ル
ー
ブ
市
ｄ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ｈ
ａ
の
任
命
は
富
然
此
め
間
に
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
尤
も
十
七
世
紀
中
葉
に
患
す
る
ア
ブ
ー
ル
＝
ガ
ジ
の
著
作
に

は
、
‐
例
へ
ば
第
三
篇
九
節
「
ウ
イ
グ
ル
人
チ
ン
ギ
ス
汗
に
来
診
す
る
事
」
の
中
に
見
ら
れ
る
如
く
、
芒
フ
キ
タ
イ
の
カ
ベ
ー
ル
汗
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

り
ウ
イ
グ
ル
國
に
涙
遣
せ
ら
れ
て
居
た
監
臨
官
シ
ュ
ワ
ー
Ｊ
ム
に
對
し
て
’
ｄ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ａ
の
官
揚
を
附
す
る
等
、
明
か
に
著
者
の
判
断
に

よ
’
る
史
資
の
歪
曲
が
存
す
る
。
此
の
酷
其
の
資
料
と
し
て
の
價
値
に
十
分
の
考
慮
が
彿
は
れ
ね
ば
た
ら
た
い
。
さ
り
な
が
ら
、
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

ア
ジ
ア
に
於
る
蒙
古
人
支
配
の
初
期
に
関
し
て
、
専
ら
レ
シ
ー
ト
＝
ア
ル
乙
ｙ
イ
ン
の
「
年
代
紀
彙
集
」
に
基
け
る
彼
の
記
事
詰
、
殊

に
レ
シ
ー
ド
ー
ア
ル
ー
デ
ィ
ン
時
代
に
至
る
迄
、
永
く
イ
ル
汗
國
の
版
圖
を
な
せ
る
ホ
ラ
ッ
サ
ン
の
重
要
都
市
メ
ル
ブ
に
開
す
る
限
力
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信
憑
し
て
差
支
へ
だ
か
ら
う
と
思
は
れ
る
。
其
の
三
は
、
歳
辛
巳
（
一
二
二
こ
九
月
二
十
七
日
、
営
時
イ
ン
ダ
ス
河
上
流
に
駐
課
中

　
　
　

の
成
吉
思
汗
の
許
に
赴
け
る
長
春
真
人
が
、
途
上
阿
里
馬
城
（
と
Ｅ
ｇ
）
に
於
て
蒙
古
人
塔
剌
忽
只
の
迎
候
に
接
し
た
る
事
賓
で
あ

　
　

’
る
・
以
上
我
れ
も
、
成
吉
思
汗
十
八
年
以
前
に
於
る
煌
魯
花
赤
の
賓
在
を
示
す
も
の
に
他
た
ら
な
い
。
か
く
考
ふ
る
時
、
成
吉
思
汗

　
　

十
八
年
の
事
件
は
、
西
域
に
於
る
軍
事
工
作
の
完
了
を
機
と
し
て
、
新
に
征
服
せ
る
文
化
地
域
の
都
市
一
般
に
對
す
る
達
魯
花
赤
の

　
　

普
遍
的
設
置
を
意
味
す
る
も
の
と
解
せ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

　
　
　

か
く
の
如
く
、
西
域
に
於
る
達
魯
花
赤
の
設
立
は
、
ウ
イ
グ
リ
ア
ー
ト
ル
キ
ス
タ
で
マ
ー
＝
ワ
ラ
ー
ー
ア
ル
ー
ナ
フ
ル
・
ホ
ー
プ
″

　
　

サ
ン
と
蒙
古
帝
國
の
軍
事
的
・
政
治
的
膨
脹
の
線
に
沿
っ
て
順
次
前
進
し
、
最
後
に
成
吉
思
汗
十
八
年
西
域
親
征
の
一
段
落
と
同
時

　
　

に
、
全
経
略
地
を
通
じ
、
此
の
組
織
の
一
般
化
を
宣
行
し
て
其
の
局
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
此
の
推
移
は
、
翻
っ
て
東
方
漢
地
に
於

　
　

て
は
如
何
に
述
づ
け
う
る
だ
ら
う
か
。
蒙
古
の
中
原
経
略
の
初
期
に
開
す
る
限
り
、
元
史
列
傅
よ
り
次
の
諸
例
が
抽
出
さ
れ
る
。
印

　
　

ち
、
太
組
十
年
乙
亥
二
月
（
こ
二
五
）
金
の
北
京
陥
落
と
同
時
に
北
京
建
魯
花
赤
に
任
ぜ
ら
れ
た
石
抹
也
先
（
倦
一
五
〇
）
次
で
十
二

　
　

三
年
の
交
、
易
州
鐙
魯
花
赤
に
遷
れ
る
趙
瑠
（
竺
五
〇
）
十
四
年
乙
卯
、
元
帥
・
建
魯
花
赤
を
授
け
ら
れ
た
谷
里
爽
打
（
倦
一
一
九
、

　
　

木
華
黎
傅
）
及
び
大
組
朝
漱
州
達
魯
花
赤
に
な
れ
る
赤
脆
兄
（
巻
一
三
三
、
忽
剌
出
傅
）
十
七
年
壬
午
高
州
等
煌
魯
花
赤
、
こ
槍
・
棲
州
建

　
　

魯
花
赤
を
夫
々
呉
せ
る
買
奴
（
竺
四
九
、
移
剌
担
兄
傅
）
耶
律
天
禧
等
（
巻
一
九
三
、
耶
律
戎
末
傅
）
是
ご

　
　

く
僅
少
な
而
も
孤
立
的
な
内
容
に
限
定
さ
る
Ｘ
支
那
側
の
文
献
に
立
脚
す
る
限
り
、
國
初
の
達
魯
花
赤
に
開
す
か
全
頭
的
な
見
透
し

　
　

は
得
ら
れ
な
い
。
唯
此
の
間
に
在
っ
て
、
間
接
な
が
ら
以
上
の
映
を
補
ふ
に
足
る
可
き
も
の
は
也
可
達
魯
花
赤
の
消
息
で
あ
る
。
也

　
　

可
鐘
魯
花
赤
或
は
部
煌
魯
花
赤
と
も
稀
せ
ら
る
Ｘ
も
の
は
、
数
個
の
達
魯
花
赤
を
合
せ
統
轄
す
る
腹
限
を
有
し
、
従
っ
て
自
ら
廣
汎

　
　

な
管
亘
に
任
命
さ
る
Ｘ
を
其
の
特
色
と
す
る
。
太
咀
末
年
、
丹
・
延
十
齢
城
軍
民
都
迪
魯
花
赤
と
し
て
、
或
は
河
南
等
處
軍
民
部
達

８－-
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魯
花
赤
と
記
録
さ
る
ｘ
移
何
程
見
・
岳
琲
幡
穆
爾
に
其
の
賓
を
見
る
事
が
欧
米
。
る
。
就
中
、
其
の
最
初
の
記
録
と
し
て
最
も
１
　
考
に

資
す
可
き
も
０
　
は
札
八
見
火
者
の
場
合
で
あ
ら
う
。
元
史
（
巻
一
二
〇
）
彼
の
傅
に

　
　

札
八
見
火
者
奏
易
人
。
Ｓ
９
一
Ｓ
一
Ｉ
已
而
金
人
遷
汁
。
太
祖
覧
中
都
山
川
形
勢
。
顧
謂
左
右
近
臣
曰
。
膀
之
所
以
至
此
者
札
八
見
之
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｏ
ｏ
ｏ
　
　
ｏ

　
　

篤
多
。
叉
謂
札
八
見
曰
。
汝
引
弓
射
之
。
隨
箭
所
落
悉
卑
汝
昌
己
地
。
乗
輿
北
鮮
。
留
札
八
兄
輿
諸
将
守
由
都
。
授
黄
河
以
北

　
　

餓
門
以
南
天
下
部
蓬
魯
花
赤
。

と
説
明
す
る
所
よ
り
、
此
の
官
職
の
初
出
を
已
に
太
祖
十
年
五
月
に
見
る
事
を
得
る
の
で
あ
る
。
也
可
煌
魯
花
赤
の
持
つ
意
義
の
考

察
は
次
節
に
謳
り
、
こ
ｘ
に
は
唯
、
河
北
・
河
東
の
大
部
分
已
に
蒙
古
の
勢
力
下
に
編
入
さ
れ
て
居
た
富
時
の
形
勢
と
、
之
に
件
ふ

黄
河
以
北
蹴
門
以
奢
天
下
部
煌
魯
花
赤
の
出
現
を
媒
介
と
し
て
、
之
に
前
提
さ
る
Ｘ
其
の
管
貰
内
諸
達
魯
花
赤
鏑
立
の
事
賓
を
認
む

る
を
得
ば
十
分
で
あ
る
。
か
く
て
東
方
漢
地
に
於
て
も
、
西
域
に
於
る
と
同
様
、
蒙
古
帝
國
の
経
略
の
進
展
と
併
行
し
て
煌
魯
花
赤

制
度
０
　
急
速
な
普
及
を
結
論
し
得
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
論
述
す
る
所
を
同
顧
す
る
時
、
國
初
の
煌
魯
花
赤
と
は
、
其
が
設
立
の
事
情
・
時
期
・
地
域
に
於
て
、
明
に
遊
牧
部
族
統
御

の
目
標
を
持
っ
て
提
出
さ
れ
し
制
度
で
は
な
か
っ
た
。
其
は
賓
に
遊
牧
國
家
が
領
内
文
化
地
域
支
配
に
際
し
探
用
す
る
規
準
的
な
統

治
の
形
式
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
達
魯
花
赤
の
本
質
は
こ
ｘ
に
基
礎
的
な
制
約
を
持
っ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
後
世
、
世
祀
が
其
の
愚
國

な
る
安
南
・
高
麗
に
對
し
て
等
し
く

　
　
　
　
　
　

ｙ
ド

　
　

（
至
元
四
年
）
詔
諭
以
六
事
。
一
君
長
親
朝
。
二
子
弟
入
質
。
三
編
民
敷
。
四
出
軍
役
。
五
輪
納
税
賦
。
六
働
置
達
魯
花
赤
統
治

　
　

之
。
（
元
史
巻
二
〇
九
、
安
南
傅
）

　
　

（
至
元
五
年
）
惟
我
太
岨
成
吉
思
呈
帝
制
度
。
凡
内
属
之
國
納
質
・
助
軍
・
輪
糧
・
設
騨
・
供
散
戸
籍
・
置
達
魯
花
赤
。
（
元
史
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巻
二
〇
八
、
高
麗
傅
）

と
云
へ
る
詔
論
に
現
は
れ
て
ゐ
る
元
朝
の
愚
國
駐
別
途
魯
花
赤
こ
そ
は
、
征
服
地
統
御
と
い
ふ
見
地
に
於
て
國
初
西
域
漢
地
に
列
置

さ
れ
た
建
魯
花
赤
制
度
を
最
も
始
原
的
な
形
に
於
て
傅
承
せ
る
も
の
と
認
め
得
ら
れ
る
だ
ら
う
。
従
っ
て
其
の
本
質
は
、
直
に
國
初

の
逡
魯
花
赤
の
上
に
還
元
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
此
の
勘
、
バ
ル
ト
リ
ド
が
國
初
の
建
魯
花
赤
を
目
し
て
合
汗
の
代
官
と
な
し
、
池
ハ

の
職
掌
と
し
て
Ｉ
戸
口
調
査
、
２
募
兵
、
３
姑
の
設
置
、
４
租
税
徴
集
、
５
貢
賦
の
逍
達
を
畢
げ
、
軍
司
令
官
鏡
租
税
徴
集
官
な
り

と
要
約
せ
る
紗
は
正
し
く
正
鵠
を
得
た
も
の
と
云
は
ね
ば
た
ら
な
い
。
上
記
ア
ブ
ー
ル
ド
ガ
ジ
が
自
己
の
判
断
を
以
て
ｄ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ａ

の
官
稀
を
賦
興
し
た
カ
ー
フ
キ
タ
イ
の
ウ
イ
グ
ル
監
臨
官
シ
ュ
ワ
ー
Ｊ
ム
と
は
、
元
史
９
　
剌
亦
吟
赤
北
魯
傅
（
泰
一
二
四
）
、
巴
而
求
阿

而
志
的
斤
傅
（
巻
一
二
二
）
に
西
遼
使
・
契
丹
監
國
官
と
見
え
、
岳
矯
帖
穆
爾
傅
（
倦
三
四
）
に

　
　

時
西
契
丹
方
彊
。
試
制
畏
几
。
命
太
師
管
少
監
来
臨
其
國
。
順
恣
用
度
。
奢
淫
自
奉
。
畏
几
王
患
之
。
逞
卒
衆
園
少
監
斬
之
。

と
其
の
詩
息
を
傅
へ
ら
る
ｘ
少
監
に
相
庶
す
る
。
ジ
こ
ご
Ｉ
１
等
西
方
史
家
に
抹
れ
ば
、
彼
は
グ
ル
カ
ー
ン
を
代
表
し
て
カ
ラ
＝
コ

ｒ
ジ
ヤ
に
駐
劉
し
、
ウ
イ
グ
ル
の
服
属
の
監
硯
と
貢
賦
の
徴
集
に
任
じ
て
居
た
が
、
遂
に
収
斂
の
結
巣
一
二
〇
九
年
ウ
イ
グ
ル
王
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

殺
害
す
る
所
と
篤
っ
た
。
要
す
る
に
、
彼
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
西
遼
の
附
庸
】
國
統
治
方
針
は
、
一
般
遊
牧
國
家
の
属
領
文
化
地
域

に
臨
む
典
型
的
な
統
御
形
式
以
外
に
出
で
な
か
っ
た
事
が
推
断
せ
ら
れ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
彼
に
對
し
、
達
魯
花
赤
の
概
念
を
適

合
し
た
ア
ブ
ー
ル
＝
ガ
ジ
の
態
度
が
諒
解
し
得
ら
れ
、
同
時
に
鐘
魯
花
赤
の
本
質
に
上
記
の
諸
機
能
を
肯
定
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら

う
。
か
ｘ
る
廣
汎
多
岐
に
亙
る
腹
限
を
達
魯
花
赤
に
容
認
し
て
始
め
て
、
旭
烈
几
の
後
裔
イ
ル
カ
ー
ン
等
が
、
其
の
貨
幣
に
、
「
合
汗

の

　

ｄ
ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｇ
ａ
ｊ
　
-
^
Ｊ
自
稀
せ
る
事

匹
を
合
理
的
に
解
鐸
し
得
る
の
で
あ
る
。

　

達
魯
花
赤
の
職
掌
に
見
ら
れ
る
か
ｘ
る
軍
政
・
民
政
・
財
政
の
三
橋
限
は
、
建
魯
花
赤
制
度
の
本
質
よ
り
必
然
的
に
誘
導
さ
れ
来
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る
可
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
。
更
に
其
の
支
配
の
對
象
を
属
領
中
、
特
に
文
化
地
域
に
限
定
せ
る
事
が
ら
第
二
の
特
色
が
将
来
さ

　
　
　

れ
る
。
其
は
遊
牧
民
族
の
定
住
民
に
對
す
る
主
観
的
な
、
従
っ
て
一
面
的
な
理
解
と
欲
求
に
依
存
せ
る
都
市
と
の
緊
縛
で
あ
る
。

　
　
　
　

都
市
と
の
開
係
は
、
上
掲
元
朝
秘
史
以
下
、
殊
に
未
だ
州
新
制
度
の
整
備
そ
ざ
る
に
已
に
京
府
州
城
に
夫
々
配
置
せ
ら
れ
た
漢
地

　
　
　

の
達
魯
花
赤
に
よ
く
看
取
し
得
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
此
に
開
し
、
更
に
次
の
二
例
が
附
加
し
得
ち
れ
る
。
一
は
ウ
イ
グ
ル
人
月
柔
失

　
　
　

１
　
訥
が
太
組
の
命
に
よ
り
、
父
吟
剌
亦
吟
赤
北
魯
と
共
に
別
失
八
里
の
東
方
、
濁
山
城
及
び
近
郊
の
荒
腹
を
復
興
し
、
功
に
よ
っ
て

　
　
　

十
九
こ
一
十
年
の
交
、
都
督
蒙
濁
山
城
地
魯
花
赤
を
授
け
ら
れ
た
事
賓
で
あ
っ
て

　

（
元
史
巻
ご
一
四
）
、
特
に
都
督
と
濁
山
城
達
魯

　
　
　

花
赤
と
の
間
に
貰
別
を
設
け
て
居
る
肱
に
、
此
の
内
容
が
明
示
せ
ら
れ
る
。
二
は
太
宗
三
年
高
麗
の
西
北
優
に
涙
遣
せ
ち
れ
た
著
名

　
　
　

な
七
十
二
達
魯
花
赤
の
例
で
あ
る
。
此
の
事
件
の
詳
細
は
箭
内
博
士
「
蒙
古
の
高
麗
経
略
」
（
蒙
古
。
史
研
究
、
里
全
丁
八
〇
）
、
池
内

　
　
　

博
士
「
蒙
古
の
高
麗
征
伐
」
（
満
鮮
地
歴
研
究
十
、
一
二
二
上
こ
七
）
に
轟
さ
れ
て
居
る
。
要
約
す
れ
ば
、
太
宗
三
年
八
月
（
高
ま
十
八
年
）

　
　
　

撒
里
台
の
卒
ゐ
る
蒙
古
軍
が
、
前
朝
の
國
使
殺
害
の
罪
を
責
め
て
、
高
麗
北
西
逡
に
侵
寇
し
、
咸
新
鑓
（
義
州
）
以
下
四
十
緑
城
を
攻

　
　
　

略
‥
先
鋒
は
十
二
月
朔
王
都
開
京
城
門
外
に
迫
り
、
遂
に
高
麗
を
し
て
屈
服
の
や
む
な
き
に
至
ら
し
め
、
此
の
結
果
、
高
麗
西
北
遷

　
　
　

に
七
十
二
逢
魯
花
赤
を
設
置
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
之
に
開
す
る
蒙
古
側
の
資
料
は
、
軍
に
「
取
四
十
餓
城
・
：
撒
檀
塔
承
制
設
官
分

　
　
　

錆
其
地
。
」
と
記
す
に
止
ま
る
元
史
本
紀
を
除
き
、
元
高
麗
紀
事
・
元
史
高
麗
傅
‥
洪
禰
源
傅
と
敦
も
王
京
及
び
諸
府
州
新
に
七
十

　
　
　

二
地
魯
花
赤
の
設
置
を
明
言
し
、
他
方
高
麗
側
に
於
て
も
高
麗
史
世
家
高
宗
十
九
年
五
月
己
酉
、
七
月
壬
午
、
八
月
已
酉
、
九
月
、

　
　
　

十
一
月
に
夫
々
王
京
・
西
京
其
他
北
界
諸
城
に
之
が
駐
在
の
賓
を
記
し
、
か
く
て
此
の
事
賓
に
對
し
て
は
全
く
疑
の
餓
地
を
残
さ
な

　
　
　

い
。
唯
こ
ｘ
に
問
題
と
な
っ
た
も
の
は
、
七
十
二
連
魯
花
赤
の
配
置
で
あ
っ
て
、
箭
内
博
士
は
「
高
麗
の
各
京
各
府
各
州
懸
に
配
置

吟

　

す
る
に
は
、
七
十
二
人
は
少
き
に
過
ぎ
た
り
。
さ
り
と
て
占
領
せ
る
四
十
緑
城
に
の
み
置
き
し
に
は
非
ざ
る
こ
と
勿
諭
な
り
。
」
と
疑
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を
附
さ
れ
、
池
内
博
士
も
此
の
両
者
の
数
字
の
懸
隔
を
認
め
、
之
が
解
祥
と
し
て
、
賓
際
上
達
魯
花
赤
の
配
置
さ
れ
た
る
は
、
高
麗

　
　

史
に
依
採
し
て
蒙
古
軍
の
手
中
に
陥
り
し
を
確
認
し
得
る
十
六
州
新
城
に
の
み
限
ら
れ
た
る
な
ら
ん
と
の
説
を
提
出
せ
ら
れ
た
の
で

　
　

あ
る
。
然
し
乍
ち
、
此
の
問
題
は
富
然
七
十
二
逢
魯
花
赤
の
高
麗
西
北
逞
配
置
を
率
直
に
認
め
る
事
、
換
言
す
れ
ば
、
之
が
設
置
を

　
　

輦
に
上
記
十
六
州
新
城
乃
至
四
十
節
城
に
の
み
に
止
め
ず
、
更
に
蒙
古
軍
の
略
取
し
て
而
も
恐
ら
く
は
其
の
詩
息
を
傅
へ
ざ
り
し
と

　
　

思
は
る
λ

　
　

赤
の
都
市
聚
落
に
對
す
る
不
可
分
の
開
係
に
適
鷹
す
る
も
の
と
謂
ふ
可
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　

以
上
達
魯
花
赤
の
本
質
を
其
の
内
容
、
外
形
の
二
面
に
於
て
分
析
し
、
其
が
合
汗
の
代
表
者
と
し
て
都
市
に
駐
劉
す
る
と
云
ふ
事

　
　

を
結
論
し
た
。
幸
に
し
て
、
此
の
結
論
は
後
世
、
蒙
古
人
の
支
配
に
尨
し
、
又
は
嘗
て
属
し
た
諸
地
方
に
於
て
、
國
初
の
鐘
魯
花
赤

　
　

に
系
統
を
引
け
る
官
職
が
各
種
の
部
分
的
な
職
掌
に
指
定
さ
れ
て
ゐ
る
事
賓
に
決
定
的
な
支
持
を
受
け
る
と
思
は
れ
る
。
其
の
事
賓

　
　

と
は
次
の
如
き
で
あ
る
・
黒
紺
事
略
に
よ
れ
ば
、
太
宗
朝
漢
地
忙
於
る
鐘
魯
花
赤
は
軍
た
る
管
民
官
で
あ
う
た
。
｀
ハ
メ
ッ
ト
・
ヒ

　
　

ン
ヅ
’
Ｉ
シ
ヤ
ー
に
依
れ
ば
十
四
世
紀
前
牛
イ
ラ
ン
に
於
る
ｄ
ａ
ｒ
ｏ
ｇ
ａ
は
警
察
官
で
あ
る
。
ク
ラ
ビ
ホ
は
一
四
〇
四
年
チ
ム
ー
ル
碧
國

　
　

の
タ
ブ
リ
ー
ズ
市
執
政
官
を
ｄ
ａ
ｒ
ｏ
ｇ
ａ
ｈ
と
稚
し
て
居
る
。
十
六
世
紀
末
ア
ブ
ー
ル
＝
フ
″
ズ
ル
の
編
纂
に
か
ｘ
る
「
ア
ク
バ
ル
の

　
　

官
制
」
に
は
ｄ
ａ
ｒ
ｏ
ｇ
ｈ
ａ
ｈ
は
皇
帝
の
主
馬
頭
と
さ
れ
て
居
る
。
ペ
ン
チ
マ
ス
ク
は
十
八
世
紀
初
葉
ペ
ル
シ
ア
の
各
都
市
に
在
っ
て
、

　
　

州
の
總
督
の
管
轄
下
に
城
内
又
は
城
外
の
一
定
地
頁
を
包
括
し
て
、
其
の
兵
馬
・
警
察
・
裁
判
・
徴
税
幄
を
掌
握
せ
る
ｄ
ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｇ
ａ

　
　

を
傅
へ
、
ハ
ム
メ
ル
に
依
れ
ば
、
十
九
世
紀
前
牛
ｄ
ａ
ｒ
ｇ
ｈ
ｕ
i
　
＾
る
官
柄
は
カ
ル
ム
ッ
ク
人
の
間
に
は
五
十
人
長
・
會
計
官
を
意
味
し

　
　

ツ
シ
グ
ー
ス
の
間
に
は
租
税
徴
集
長
官
と
し
て
行
な
は
れ
て
居
た
と
言

Ｊ

。
此
等
の
事
例
は
、
ユ
ー
ル
、
パ
ー
ネ
ル
の
指
摘
せ
る

　
　

⑥

　
　

如
く
、
達
魯
花
赤
の
始
原
的
機
能
の
分
化
以
外
に
説
明
し
得
ら
れ
な
い
し
、
又
か
く
解
渾
す
る
事
に
依
て
、
元
朝
鐘
魯
花
赤
に
見
ら
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碑

れ
る
多
元
的
分
岐
を
併
そ
脆
明
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

か
く
論
じ
来
ら
ば
、
元
代
路
城
に
抹
て
濁
立
せ
名
市
制
を
確
立
し
た
録
事
司
達
魯
花
赤
の
母
胎
は
自
ら
開
明
せ
ら
れ
る
で
あ
ら

う
。
達
魯
花
赤
の
市
執
政
官
へ
の
輯
化
は
、
西
方
に
於
て
、
已
に
十
五
世
紀
初
頭
ク
ー
フ
ビ
ホ
の
見
聞
に
其
の
先
縦
を
見
る
事
が
出
来

た
。
同
じ
く
市
長
を
ｄ
ｒ
ｏ
ｇ
ｅ
ｒ
と
傅
へ
る
一
六
七
三
年
フ
ー
プ
イ
ヤ
ー
「
東
印
度
・
波
斯
新
報
告
」
の
記
事
或
は
ア
ミ
’
・
’
ル
ー
チ
ム
’

Ｉ
ル
時
代
、
都
市
の
行
政
長
官
と
し
て
存
在
し
た
ｄ
ａ
ｒ
ｏ
ｇ
ａ
を
以
て
更
に
其
の
類
鐙
が
添
加
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
孤
り
録
事
司
達

魯
花
赤
に
の
み
別
個
０
　
源
流
を
求
め
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
　

①

　

ａ
ｅ
ｎ
t
ｉ
ｎ
ｃ
Ｋ
｡
　
H
i
ｓ
ｔ
o
i
ｒ
ｅ
　
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ａ
ｉ
ｏ
ｇ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｊ

ａ
t
ａ
ｒ
ｓ
　
t
ｒ
ａ
ｄ
ｕ
i
t
ｅ
　
ｄ
ｕ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｓ
ｃ
ｒ
i
p
ｔ
　
t
ａ
ｒ
t
ａ
ｒ
ｅ
　
ｄ
'
Ａ
ｂ
ｕ
ｌ
ｇ
ａ
ｓ
i
-
Ｂ
ａ
ｙ
ａ
ｄ
ｕ
ｒ
-
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
０
７
.

　
　
　
　

Ｄ
ｅ
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｅ
ｒ
ｙ
｡
　
H
i
ｓ
t
o
i
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｋ
ｈ
ａ
ｎ
ｓ
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ｓ
　
ｄ
ｕ
　
Ｔ
ｕ
ｒ
k
i
ｓ
t
ａ
ｎ
　
ｅ
t
　
ｄ
ｅ
　
l
a
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｏ
ｘ
ｉ
ａ
ｎ
ｅ
　
ｅ
ｘ
t
ｒ
a
i
ｔ
ｅ
　
ｄ
ｕ

　
　
Ｈ
ａ
ｂ
ｉ
ｂ
　
Ｅ
ｓ
ｓ
i
i
e
ｒ
　
ｄ
ｅ
　
ｋ
ｈ
０
ｎ
-

　
　
　
　

d
p
m
i
ｒ
.
　
　
　
ｐ
.
　
５
６
.

　
　
　
　

Ｄ
'
Ｑ
ｈ
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ
｡
　
H
i
ｓ
ｔ
o
i
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ｓ
.
　
　
　
Ｔ
ｏ
ｍ
.
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
.
　
ｐ
.
　
４
１
０
.

　
　
　
　

Ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
-
Ｐ
ｕ
ｒ
ｇ
ｓ
t
a
l
l
｡
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
t
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ
　
Ｈ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
｡
　
　
　
ｐ
.
　
２
３
８
.

　
　

②

　

白
鳥
博
士
［
高
麗
史
に
見
え
尤
る
蒙
古
語
の
解
縁
］
（
東
洋
學
報
十
八
、
ニ
）
三
〇
頁

　
　
　
　

箭
内
博
士
「
元
代
我
會
の
三
階
級
」
（
蒙
古
史
研
究
）
三
〇
七
頁

　
　

③

　

賠
東
類
稿
十
二
、
中
奉
大
夫
廣
東
道
宜
慰
使
都
元
帥
墓
誌
銘
。

　
　
　
　

Ｄ
ｅ
ｓ
m
a
i
ｓ
ｏ
ｎ
ｓ
｡
　
H
i
ｓ
t
〇
一
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ｓ
　
ｅ
t
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
t
ａ
ｒ
ｅ
ｓ
.
　
(
Ｈ
ｏ
ｂ
ｓ
ｏ
ｎ
-
Ｊ
０
ｂ
ｓ
ｏ
ｎ
.
　
ｐ
.
　
２
９
７
)

　
　
　
　

長
春
薦
人
西
遊
記
。

　
　

④
Ｄ
'
Ｏ
ｈ
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ
｡
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
Ｔ
ｏ
ｍ
.
　
Ｉ
　
ｐ
.
　
２
７
４
-
２
７
５
.
　
　
　
２
９
０
.

　
　

④

　

Ｂ
ｅ
ｎ
t
ｉ
ｎ
ｃ
ｋ
｡
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
０
７
.

　
　
　
　

Ｘ
Ｖ
.
　
ｕ
ｏ
t
ｔ
ｕ
ｅ
Ｄ
　
i
ｖ
i
e
ｓ
ｓ
ｅ
ｒ
ｓ
c
i
i
m
i
a
｡
　
　
　
ｕ
Ｄ
ｕ
ｉ
ｇ
ａ
s
i
　
I
'
ａ
ｇ
ａ
ａ
ｕ
ｒ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
'
ｓ
　
Ｕ
ｅ
ｓ
ｃ
ｗ
ｅ
ｃ
ｈ
t
ｂ
ｙ
ｃ
Ｕ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ｕ
ｎ
ｇ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
=
Ｍ
ｏ
ｇ
ｕ
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ｏ
ｇ
ｏ
-
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2昭

　
　

ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｅ
ｎ
.
　
　
　
ｐ
.
　
９
０
.
但
し
之
に
ｃ
ｌ
ａ
ｒ
ｕ
ｙ
ａ
　
-
＾
記
』
さ
れ
て
居
る
は
勿
論
ｄ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ａ
の
誤
で
あ
る
。

④
｀
）
。
０
ｈ
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ
｡
　
I
b
i
d
｡
　
　
　
ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
ｓ
i
l
i
o
n
.
　
ｐ
.
　
Ｌ
.

①⑧⑧⑩

B
ａ
ｒ
t
ｈ
０
Ｉ
'
ｄ
｡
　
Ｔ
ｕ
r
ｋ
ｅ
ｓ
t
ａ
ｎ
　
ｄ
ｏ
ｗ
ｎ
　
t
０
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
　
i
n
ｖ
ａ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
｡
　
　
　
ｐ
.
　
４
０
１
.

Ｂ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
ｏ
ｌ
'
ｄ
｡
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
ｐ
.
　
３
６
２
.

Ｄ
。
Ｏ
ｈ
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ
｡
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
Ｔ
０
ヨ
‘
m
.
　
ｐ
.
　
４
１
０
.

Ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
-
Ｐ
ｕ
ｒ
ｇ
ｓ
ｔ
a
l
l
｡
　
I
b
i
d
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
３
７
.

Ｍ
ａ
r
k
l
i
a
m
｡
　
Ｗ
ａ
ｒ
ｒ
ａ
ｔ
i
ｖ
ｅ
　
ｏ
ｔ
　
t
ｈ
ｅ
　
ｅ
ｍ
ｂ
ａ
ｓ
ｓ
ｙ
０
ｆ
　
Ｒ
ｕ
ｙ
　
Ｇ
ｏ
ｎ
ｚ
ａ
ｌ
ｅ
ｚ
　
ｄ
ｅ
　
Ｃ
ｌ
ａ
ｖ
i
j
o
　
t
ｏ
　
t
ｈ
ｅ
　
ｃ
Ｃ
ｕ
ｒ
t
　
ｏ
ｆ
　
T
i
m
o
ｕ
ｒ
　
ａ
t
　
Ｓ
ａ
ｍ
ａ
ｖ
ｃ
ａ
ｎ
ｄ
.
　
ｐ
.
　
８
０
.

Ａ
ｂ
ｕ
'
1
-
Ｆ
ａ
ｄ
ｌ
.
　
Ａ
ｌ
ｎ
-
i
-
Ａ
ｋ
ｂ
ａ
ｉ
ｉ
.

Ｂ
ｅ
ｎ
t
ｉ
ｎ
ｃ
ｋ
｡
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
０
７
.
　
Ｎ
ｏ
t
ｅ
　
Ａ
.

Ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
-
Ｐ
ｕ
ｒ
ｇ
ｓ
ｔ
a
l
l
｡
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
３
８
.

⑨

　

Ｙ
ｕ
l
e
.
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｂ
ｕ
ｒ
n
e
l
l
｡
　
Ｈ
ｏ
ｂ
ｓ
ｏ
ｎ
　
Ｊ
ｏ
ｂ
ｓ
ｏ
ｎ
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
９
７
.

＠
　
　
　
Ｙ
ｕ
l
e
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｂ
ｕ
ｒ
n
e
l
l
｡
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
９
７
.

　
　
　

Ｆ
ｒ
ｙ
ｅ
ｒ
｡
　
Ａ
　
ｎ
ｅ
ｗ
　
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
i
a
.

　

　
(
Ｈ
ｏ
ｂ
ｓ
ｏ
ｎ
　
Ｊ
ｏ
ｂ
ｓ
ｏ
ｎ
.
　
ｐ
.
　
２
９
７
)

　
　
　
　
　
　
　
　

五

　

前
節
論
述
せ
る
所
を
要
約
す
れ
ば
、
其
の
本
原
的
本
質
に
多
面
性
を
具
備
せ
る
達
魯
花
赤
が
、
特
に
都
市
と
の
親
縁
開
係
の
二
面

に
於
て
、
元
代
都
市
制
度
の
源
流
と
し
て
認
め
得
ら
れ
る
と
謂
ふ
に
あ
る
。
従
っ
て
、
此
の
結
論
は
直
に
雨
者
の
間
に
等
置
開
係
の

成
立
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
両
者
の
間
に
介
在
す
る
複
雑
な
成
立
過
程
に
は
、
軍
に
達
魯
花
赤
機
能
の
分
化
と
い
ふ
一
方
的

な
現
象
’
以
外
に
、
時
代
的
・
事
賓
的
に
之
と
併
行
し
て
進
展
す
る
州
新
制
度
の
成
立
と
の
交
錯
が
想
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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垢9

　

達
魯
花
赤
機
能
の
分
化
の
現
象
は
、
已
に
太
宗
朝
初
期
に
、
其
の
傾
向
を
指
摘
し
得
ら
れ
る
。
其
は
太
宗
の
。
四
功
四
過
を
記
す
元

朝
秘
史
の
一
節
に
「
皇
考
の
後
に
添
へ
た
る
四
つ
の
事
業
」
の
二
と
し
て

　
　

。
叉
處
々
ノ
城
ド
｀
ノ
民
ノ
處
一
一
斥
候
・
探
馬
臣
ヲ
置
キ
テ
、
國
ノ
民
ノ
足
ヲ
土
干
手
フ
地
孟

　
　

（
成
吉
思
汗
食
録
、
六
六
二
頁
）

と
云
へ
る
太
宗
の
言
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
蓋
し
銀
守
軍
駐
屯
の
新
制
度
と
は
、
其
白
身
明
か
に
兵
政
・
民
政
の
分
離
を
意
味
す
る
が

故
に
、
従
っ
て
従
来
軍
民
蒙
領
に
任
じ
て
居
た
達
魯
花
赤
に
と
っ
て
は
、
其
の
兵
権
の
喪
失
に
他
な
ら
た
か
っ
た
。
中
書
令
耶
律
公

祠
道
碑
（
元
文
類
、
巻
五
七
）
に
、
太
宗
初
年
の
事
と
し
て
傅
へ
ら
れ
る

　
　

先
是
諸
路
長
吏
蒙
領
軍
民
鏡
穀
。
一
一
一
公
奏
長
吏
専
理
民
事
。
萬
戸
府
總
軍
政
。
課
税
所
掌
競
穀
。
各
不
相
統
擬
。
遂
篤
定
制
。

た
る
楚
材
の
事
蹟
昿
、
更
に
一
歩
を
進
め
て
、
軍
・
民
・
財
三
権
の
分
立
と
、
其
の
結
果
民
政
に
局
限
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
達
魯
花

赤
の
権
限
を
圓
示
し
て
除
す
所
が
な
い
。
こ
ｘ
に
上
記
「
管
民
則
曰
達
魯
花
赤
」
と
い
ふ
徐
憲
の
記
録
が
太
宗
七
・
八
年
の
交
に
属

す
る
事
を
再
び
想
起
す
れ
ば
、
此
の
間
ｏ
消
息
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　

達
魯
花
赤
の
管
民
官
化
の
現
象
は
、
或
は
之
に
前
蔓
す
ら
れ
、
或
は
其
結
果
と
し
て
現
は
る
ｘ
州
新
制
度
と
の
連
繋
を
不
可
避
と

す
る
。
事
賓
太
宗
朝
の
達
魯
花
赤
が
、
次
表
の
如
く
、
也
可
達
魯
花
赤
・
路
達
魯
花
赤
の
形
式
に
著
し
い
特
色
を
示
し
て
居
る
の
は

之
が
反
映
に
他
た
ら
た
い
。

　
　
　
　
　

太
宗
元
年

　
　

奏
典
赤
敗
思
丁

　
　

（
巻
一
二
五
）

　
　

豊
靖
雲
三
州
都
達
魯
花
赤
、
次
で
大
原
子
陽
二
路
達
魯
花
赤

　
　
　
　
　
　

四

　

年

　
　

蜀
思
妻
里

　
　
　
　

（
巻
一
二
〇
）

　
　

懐
孟
州
達
魯
花
赤

　
　
　
　
　
　

五

　

年

　
　

趙
暗

　
　
　
　
　
　

（
巻
一
五
〇
）

　
　

中
世
具
定
二
路
達
魯
花
赤
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弓7Ｑ

同

　
　
　
　

純
只
海

七

　

年

　
　

速
署

同九同

　
　
　

劉
抜
鄙
兄

年

　
　

直
脆
見

　
　
　

純
ロ
ハ
海

１
　
一
年

同十
二
年

士
二
年

太
宗
朝

同

　

同

　

同

　

同

　

，同

　

同

月
里
廊
思

阿
北
魯
抜
鄙
兄

局
思
多
里

石
抹
査
剌

完
顔
拿
住

U
恰
散
納

布
魯
海
牙

紹
古
兄

（
巻
一
二
三
）

（
巻
一
二
四
）

（
巻
一
一
九
）

（
巻
一
二
三
）

（
巻
一
二
三
）

（
巻
一
二
三
）

（
巻
一
二
〇
）

（
巻
一
五
〇
）

（
巻
一
六
五
）

「
巻
一
三
」
）

（
巻
一
二
〇
）

（
巻
一
二
二
）

盆
郡
行
省
軍
民
達
魯
花
赤

山
西
大
達
魯
花
赤

沈
上
達
魯
花
赤

琢
州
路
達
魯
花
赤

京
兆
行
省
達
魯
花
赤

達
魯
花
赤

懐
孟
河
南
二
十
八
處
都
建
魯
花
赤

貧
定
北
京
雨
路
達
魯
花
赤

同
州
管
民
達
魯
花
赤

東
予
路
建
魯
花
赤

北
京
路
達
魯
花
赤

平
陽
太
原
雨
路
達
魯
花
赤

（
省
二
一
五
）

　
　

具
定
路
煌
魯
花
赤

（
省
一
二
三
）

　
　

名
磁
等
路
達
魯
花
赤

耶
律
綿
思
脊

　
　
　

（
巻
一
五
〇
）

　
　

中
都
路
也
可
達
魯
花
赤

　

そ
も
く
蒙
古
人
勢
力
下
に
於
る
路
の
制
度
の
登
端
は
、
元
史
地
理
志
に
よ
っ
て
已
に
成
吉
思
汗
時
代
の
太
原
路
・
貢
定
路
・
燕

京
路
に
見
ら
れ
、
次
で
腐
潤
台
汗
二
年
十
一
月
燕
京
・
宣
徳
・
西
京
・
大
原
’
平
陽
・
員
定
・
東
平
・
平
州
・
済
南
・
北
京
の
１
　
路
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徴
収
課
税
使
の
任
命
が
（
元
史
泰
二
）
其
の
後
の
清
息
を
連
績
せ
し
め
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
之
が
本
格
的
に
賓
施
さ
れ
る
に
は
、
太
宗

　
　

六
年
金
國
併
合
の
結
果
を
侯
た
ね
ば
た
ら
な
か
っ
た
。
元
史
食
貨
志
（
巻
四
三
、
商
税
）
が
太
宗
六
年
甲
午
徴
収
課
税
所
の
創
設
を
傅

　
　

ふ
る
も
の
は
、
上
掲
中
書
令
耶
律
公
４
　
道
碑
の
記
載
に
參
照
し
て
、
軍
・
民
・
財
三
衝
の
分
立
、
鐘
魯
花
赤
の
地
方
官
化
の
現
象
を

　
　

此
の
新
情
勢
の
下
に
意
義
づ
け
る
資
料
と
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
成
立
し
始
め
た
路
の
制
度
と
新
に
結
合
せ
る
形
に
於
て

　
　

出
現
し
た
也
可
煌
魯
花
赤
よ

　
　

に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
便
化
は
や
が
て
次
の
聖
旨
に
看
取
し
得
ら
れ
る
如
き
達
魯
花
赤
相
互
の
間
の
統
属
開
係
を
生
硬
せ

　
　

１
　
め
る
。
永
渠
大
典
（
泰
一
萬
九
千
四
百
十
六
）
姑
赤
一
に

　
　
　
　

太
宗
五
年
葵
巳
二
月
五
日
聖
旨
。
攘
太
原
路
建
魯
花
赤
塔
塔
不
花
等
奏
。
太
原
府
内
見
有
達
魯
花
赤
並
久
住
使
客
・
諸
投
下
人

　
　
　
　

等
。
取
酒
肉
米
刺
数
多
。
毎
年
該
羊
一
千
四
百
齢
頭
。
塔
塔
不
花
等
情
願
。
自
備
糧
食
不
間
祗
庶
等
物
。
如
此
百
姓
似
篤
容

　
　
　

’
ド
易
。
準
奏
。
宣
論
大
原
路
。
奮
嘗
有
旨
。
令
課
税
所
官
二
員
支
糧
。
餓
官
不
曾
令
支
。
今
後
往
来
使
臣
。
依
先
例
慮
付
。
余
者

　
　
　
　

宣
行
罷
支
。
其
管
民
・
管
匠
達
魯
花
赤
若
有
己
身
糧
食
者
放
支
。
一
一
一

　
　

と
見
え
る
も
の
是
で
あ
る
。
太
原
路
達
魯
花
赤
塔
塔
不
花
と
大
原
府
城
の
達
魯
花
赤
と
の
間
に
推
知
し
う
る
上
下
を
繋
ぐ
立
鯉
的
な

　
　

統
腸
開
係
は
、
従
来
都
市
忙
割
抹
し
っ
ｘ
相
互
に
並
立
し
、
昔
朝
廷
と
の
間
に
の
み
隷
属
開
係
を
規
定
せ
ら
れ
た
國
初
の
達
魯
花
赤

　
　

制
度
と
對
比
し
て
、
明
か
に
州
親
制
度
と
の
交
錯
の
結
果
を
象
徴
し
た
も
の
と
言
ひ
得
ら
れ
る
だ
ら
う
。
か
く
考
ふ
る
時
、
太
宗
朝

　
　

東
平
路
に
腸
せ
る
済
州
・
冠
氏
親
等
の
諮
属
問
題
を
饒
り

　
　
　
　

済
州
長
官
欲
直
隷
朝
廷
。
大
名
長
官
欲
以
冠
氏
等
十
七
城
改
隷
大
名
。

ｙ

　

な
ら
紛
争
が
元
史
王
玉
汝
傅
（
泰
一
五
三
）
に
見
え
る
事
は
、
如
上
の
情
勢
に
對
し
極
め
て
深
長
な
示
唆
を
具
へ
る
も
の
で
あ
’
る
。
部
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ち
臍
州
追
魯
花
赤
が
東
子
路
地
魯
花
赤
の
支
配
を
離
れ
７
朝
廷
に
直
隷
せ
ん
と
す
る
欲
求
と
大
名
路
達
魯
花
赤
の
態
度
と
を
介
し

　
　

て
、
次
の
事
賓
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
其
は
州
新
制
度
的
統
属
組
織
と
い
ふ
異
質
的
な
一
面
を
具
備
し
た
新
し
い
路
達
魯
花
赤

　
　

制
度
が
従
来
の
追
魯
花
赤
制
度
に
加
へ
ら
れ
る
時
必
然
的
に
生
韮
せ
し
め
た
摩
擦
で
あ
る
と
。
蒙
古
的
た
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
遊

　
　

牧
的
な
る
も
の
が
、
農
耕
的
支
那
的
な
る
も
の
に
妥
協
し
、
其
の
進
行
の
方
向
。
を
一
輯
せ
し
め
ら
る
ｘ
を
見
る
可
き
で
あ
る
。

　
　
　

蒙
古
の
中
原
経
畳
の
常
初
、
遊
牧
民
の
特
殊
た
開
心
が
一
日
一
は
漢
地
の
諸
都
市
を
歪
曲
し
た
形
の
下
に
受
け
納
れ
し
め
た
け
れ
ど

　
　

も
、
十
敷
年
に
亙
る
時
の
経
過
は
、
金
國
合
併
な
る
劃
期
的
新
局
面
と
相
僕
っ
て
、
鴛
詞
台
汗
の
時
代
に
至
り
ご

　
　

を
将
来
し
始
め
た
。
北
ハ
は
都
市
郷
村
の
對
位
を
基
礎
と
す
る
州
新
制
度
と
な
っ
て
現
は
れ
、
達
魯
花
赤
の
地
方
管
民
官
化
に
表
面
化

　
　

や
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
χ
る
経
過
に
於
て
、
都
市
の
濁
立
と
い
ふ
達
魯
花
赤
制
度
の
名
残
は
先
づ
新
城
よ
り
游
滅
し
た
に
相
違
な

　
　

い
と
想
像
せ
ら
れ
る
。
唯
之
を
鐙
明
す
可
き
賃
料
は
我
見
し
得
な
い
が
、
此
の
閥
は
新
城
に
次
で
営
然
こ
の
傾
向
を
呈
示
す
可
き

　
　

府
・
州
城
に
之
を
認
め
得
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
完
全
に
補
ふ
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
其
は
第
三
節
に
於
て
観
た
如
き
、
蒙
苓
汗
以

　
　

来
の
録
事
司
・
司
候
司
の
省
併
の
事
賓
で
あ
る
。
蓋
し
漠
北
時
代
、
府
・
州
城
に
在
て
城
内
行
政
の
事
務
を
搭
富
し
て
居
た
録
事
司
・

　
　

司
候
司
は
明
か
に
追
魯
花
赤
後
限
の
一
部
を
構
成
す
る
官
府
で
あ
っ
た
が
故
に
、
其
の
州
・
倚
郭
新
へ
０
　
全
面
的
な
省
併
こ
そ
は
正

　
　

し
く
府
・
州
城
自
立
の
崩
壊
の
傾
向
の
一
側
面
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
考
ふ
る
時
、
至
元
二
年
路
總
管
府
の
劃
一
的
設
置
を
前

　
　

提
と
し
て
路
城
に
確
立
や
ら
れ
た
録
事
司
制
度
こ
そ
は
、
以
上
の
経
過
の
間
に
在
っ
て
、
其
の
存
在
を
維
持
し
た
國
初
の
都
市
統
治

　
　

形
態
の
最
後
の
貌
で
あ
り
同
時
に
其
の
州
新
組
織
と
の
調
和
勘
の
上
に
新
に
生
れ
出
で
た
新
制
度
で
あ
っ
た
と
い
ふ
判
断
は
合
理
的

　
　

に
且
容
易
に
到
追
や
ら
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
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